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本装置の外観・仕様は、予告なしに変更することがあります。 

本装置は日本国内用に設計されています。海外ではご使用できません。 

This equipment is designed for use in Japan only and cannot be used in any other country. 

Microsoft Corporationのガイドラインに従って画面写真を使用しています。 

本書の内容につきましては万全を期しておりますが、お気づきの点がございましたら、当社のサービス取扱

所へお申しつけください。 

 ⓒ 2011 NTTEAST・NTTWEST 



 
 

 

はじめに 
 

本装置の設定は、RS-232C シリアル接続のローカルコンソール、またはネットワーク接続のリモートコン

ソールから行うことができます。ネットワーク接続では、Telnet などに代表される通信ソフトによるコマン

ドライン設定と、Web ブラウザによる Web 設定が可能です。 

このマニュアルでは、ネットワーク接続による Web設定について説明しています。 

対話形式による簡単な操作で、インターネット接続と VPN 接続の基本的な接続設定、IPv4スタティックフィ

ルタや静的 NAPT の設定が可能です。また、一部のコマンド入力も Webブラウザから可能です。 

 

 

 

 

 

商標の表記について 
  

   Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

その他、記載されている会社名・製品名は、各社の登録商標または商標です。 

 

 

 

＋α 

Web 設定では、簡単な操作をおもな目的としているため、本装置の機能の一部の限られた設定の

みが可能です。すべての機能、または詳細な設定を行うには、ローカルコンソールまたはリモ

ートコンソールからのコマンドラインによる設定が必要です。コマンドライン設定については、

『取扱説明書』、『コマンドリファレンスマニュアル』をご覧ください。 

 注意  

(1) ご使用になる前に、『取扱説明書』の「本製品について」および「安全にお使い頂くために」

をご覧になり、正しくお使い頂けるようお願い致します。 

(2) 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止されています。 

(3) 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。 

(4) 本装置のソフトウェアバージョン、ご使用になっている OSや Web ブラウザによって、本書

の説明と実際に表示される内容が異なることがあります。本書での説明には Windows XP、

Internet Explorer Version6 を使用しています。 

(5) 本書は内容について万全を期しておりますが、万一ご不審の点や誤り、記載漏れなどお気

づきのことがありましたら、ご一報くださいますようお願い致します。 

(6) 運用した結果については、(5)項にかかわらずいかなる責任も負いかねますので、あらかじ

めご了承ください。 



 
 

 

Web 設定でできること 
 

Web 設定には「かんたん設定」と「個別設定」の対話形式による 2つの方法があります。 

 

かんたん設定 

ウィザードの一連の流れに従って行うことで、インターネット接続と

VPN(仮想プライベート・ネットワーク)接続の一通りの設定を簡単に行うこと

ができます。 

設定はインターネット接続と VPN 接続の 2段階に分かれています。 

個別設定 

 かんたん設定で設定したすべての内容を変更したり、新しく設定を追加し

たりすることができます。 

 また IPv4スタティックフィルタの設定、サーバをインターネットに公開す

るための静的 NAPT の設定を行うことができます。 

 

なお、対話形式以外の設定方法として、Web ブラウザからのコマンド入力があります。Telnet 接続などの

コマンドライン設定のうち、一部のコマンドを入力することができます。 

 

 

★インターネット接続 
 

 かんたん設定のインターネット接続では、以下の設定を行います。ウィザードに従って設定するだけでイ

ンターネットへの接続の設定が終了し、インターネット上のホームページの閲覧ができるようになります。 

 

本装置の設定 
本装置の基本的な設定(装置名とログインパスワードの設定)を行いま

す。 

LAN 側ネットワーク  LAN 側のネットワークの設定を行います。 

プロバイダ接続 

インターネットに接続するための WAN 側の設定を行います。プロバイ

ダの接続方法によって、PPPoE接続または IP 接続のどちらかで設定しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＋α 

インターネット接続の設定を行うと、自動的にWAN 側インタフェースに「NAPT(ネットワークア

ドレス・ポート変換)」の設定が登録されます。NAPT とは、1 つのグローバル IP アドレスを複

数のローカルネットワークの IPアドレスおよびポート番号に変換する技術です。これにより本

装置を介して、複数のローカルネットワーク端末からインターネットへのアクセスが可能とな

っています 

インターネット

WWWサーバ
ホームページ

WWWサーバ
ホームページ

メールサーバ

プロバイダ

メールサーバ

プロバイダ

装置の設定

LAN側ネットワーク設定 プロバイダ接続設定

ONUなど

ONUなど

PPPoE接続

IP接続



 
 

 

★VPN 接続 
 

 かんたん設定のインターネット接続では、以下の設定を行います。ウィザードに従って設定するだけでイ

ンターネットへの接続の設定が終了し、インターネット上のホームページの閲覧ができるようになります。 

 

対向装置の数 

かんたん設定では 1つの対向装置に対する VPN 接続を設定することが

できますが、個別設定では、複数の対向装置に対する VPN 接続を設定す

ることができます。 

IPSec のセッション 

 IPSec による VPN 接続については、かんたん設定では 1 つのセッショ

ンの IPSec の設定になりますが、個別設定では第 2 セッションの IPSec

の設定も可能です。 

 

 

 ■IPSec による VPN 接続 

 

インターネット上に仮想的なトンネルを構成し、物理的に離れた拠点間を接続します。 

一般に使われるインターネットを使用するため、IPSec 機能を利用して通信の暗号化などを行い、セキュ

リティを確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■IP トンネルによる VPN 接続 

 

内部に閉じたネットワーク（クローズド・ネットワーク）を利用して、物理的に離れた拠点間を接続し

ます。 

このクローズド・ネットワークはインターネットに接続されていないので、盗聴などの危険性が無いこ

とから、通信の暗号化などを行わない IP トンネルを使用して拠点間を接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロバイダ

インターネット自装置 対向装置

ABC･･  ABC･･ 

パケットの暗号化 パケットの復号化

プロバイダ

IPSecトンネル 

IPSecによるVPN接続 

クローズド・ネットワーク
自装置 対向装置

IPトンネル 

IPトンネルによるVPN接続 



 
 

 

★IPv4 スタティックフィルタと静的 NAPT 
 

本装置では、セキュリティを強化する「IPv4 スタティックフィルタ」、内部サーバをインターネットに公

開するときに使用する「静的 NAPT」を個別設定により容易に登録することができます。 

 

 

■IPv4 スタティックフィルタ  

 

 本装置を通過するパケットを IP アドレスやポート番号などの条件に基づいて分類し、特定のパケットは

廃棄するようにフィルタ設定することができます。 

不要なパケットのインターネットへの送出を防止したり、インターネット側からの不正アクセスを制限した

りすることができるので、LAN のセキュリティが高まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■静的 NAPT  

 

プライベートアドレスにある WWW サーバやメールサーバ、ftp サーバなどをインターネットに公開するこ

とができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネット

プロバイダ

 

 

 

POP3ｻー ﾊ゙  

ftpｻー ﾊ゙  

WWWｻー ﾊ゙  

192.168.1.1 

192.168.1.2 

192.168.1.3 

TCP/80 

TCP/110 

TCP/20～21 

プライベート IPアドレス 

静的 NAPTによるアドレスとポート番号の変換 

1 つのグローバル IP アドレス 

自装置 

インターネット

プロバイダ

http 

ftp × 

× 

特定パソコン 

× 

× 

自装置 

パケットのフィルタリング 



 
 

 

マニュアルの表記について 
 

記号 意味 

注意 
間違えるとエラーとなる内容や、設定の制限事項など、注意して頂きたい

内容について説明しています。 

解説 
本装置の内部動作など、操作をするうえで知っておくとより理解が深まる

内容を説明しています。 

＋α 
一般的なネットワークの知識や、本装置に関する補足情報、知っておくと

便利な内容について説明しています。 

[     ] マウスで選択する項目は[   ]で括って記載しています。 

「    」 画面に表示されるメッセージや項目は「  」で括って記載しています。 

 

 

WEB 設定で利用可能な文字について 
 

Web ブラウザでは以下で示す半角文字の入力が可能です。 

 

コード番号 

 +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F 

20 空白 
(注) 

! "  
(注) 

# $ % 
(注) 

& 
(注) 

’ ( ) * + , - . / 

30 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; < 
(注) 

= > 
(注) 

? 
(注) 

40 @ A B C D E F G H I J K L M N O 

50 P Q R S T U V W X Y Z [ \ ] ^ _ 

60 ` a b c d e f g h i j k l m n o 

70 p q r s t u v w x y z { ¦ } ~  

 

 

 

・本機の設定について 
 

   設定に際し、本マニュアル記載以外の操作を行った場合の動作に関しては保証いたしません。本マニ

ュアル以外の操作をして動作異常が発生した場合は、「5.メンテナンス」(P88～)を参照し対処をして

ください。 

 

 注意  

・ 上の表に存在しない文字(漢字やひらがななどの全角文字や制御文字)は入力できません。 

これらの文字を入力したときは、Web ブラウザで入力エラーが表示されます。 

・ Web ブラウザの対話形式(かんたん設定、個別設定)による設定時に、文字入力フォームに空白文字

(スペース)、｢"」、「<」、「>」、「&」、「%」、「?」の文字を入力しないでください。Webブラウザで入力

エラーが表示されます。 

・ コマンドライン設定で、「<」、「>」、「&」、「%」の文字が入力してあるとき、Webブラウザの対話形式

による設定はできなくなります。Web ブラウザの対話形式による設定を行うときは、コマンドライ

ン設定でこれらの文字を使用しないようにしてください。 

・ 各設定項目によっては、「半角英数字のみ」のように入力可能な文字を更に制限しているものもあり

ます 
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1.Web 接続の準備 
 

1.1. ケーブル類の接続 
【ステップ１】 アース線をコンセントのアース端子に接続する。 

 

 

【ステップ２】 電源コネクタを本装置に接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 固定ベルトで電源コネクタを固定します。 

  電源コネクタに押し付けるまで、固定ベルトを長さ調整ストラップに沿って移動①させたあと、フ

ックに差し込み②、電源コネクタを締め付けて固定します。取り外すときは、フックを持ち上げ①、

固定ベルトを緩めます②。ツメを緩め③、ストラップをずらします④。 

 

 

 

 注意  
アース線はねじで確実に固定します。 

Step1 では、アース線だけを接続します。電源プラグは、Step6 で接続しますので、ここでは絶対に接続し

ないでください。 

解説 
アースを接続することで、落雷時に本装置へのダメージの軽減効果や、感電防止やノイズ防止の効果が期

待できます。 

 注意  緩みのないように確実に差し込みます。 

アース線 

アース端子 

アース付コンセント 

電源プラグ 

ステップ 1=接続する 

電源コネクタ 

本装置 

ステップ 2=接続する 

① 

② 

長さ調整ストラップ 固定ベルト 

フック 

② 

取り外すとき 

フック 

ツメ 

① 
② 

固定ベルト 
③ ④ 

ステップ 3=固定する 
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【ステップ４】 GE1 ポートに LAN ケーブルを接続します。 

  本装置の LAN 側ポート（GE1）とパソコンの LAN ポートを接続します。 

 

 

【ステップ５】 GE0 ポートに LAN ケーブルを接続します。 

  本装置の WAN 側ポート（GE0）と フレッツ光ネクストや Bフレッツの ONUの LAN 側ポートとを接

続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ６】 電源ケーブルのプラグを AC100V のコンセントに確実に差し込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  カテゴリ 5 以上のストレート結線またはクロス結線の UTP または STPケーブルを使用してください。 

＋α 本装置は、ストレート結線、クロス結線を自動認識します。 

 注意  カテゴリ 5以上のストレート結線またはクロス結線の UTPまたは STPケーブルを使用してください。 

 注意  
電源スイッチが OFF になっていることを確認してください。 

AC100V(50Hz/60Hz)のコンセントに接続してください。 

プラグの緩みがないように確実に差し込みます。 

LAN 側ポート
(GE1) 

WAN 側ポート
(GE0) 

パソコンの
LAN ポートへ プロバイダ側へ 

ステップ 4=接続する 

ステップ 5=接続する 

アース付コンセント 

AC100V 
電源プラグ 

電源ケーブル 

ステップ 6=接続する 
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1.2. 本装置の電源を入れる  
電源スイッチの[ I ]を押して ON にします。 

起動には 10秒程度かかります。起動後、前面の「PWR ランプ」が緑色に点灯、「ALM ランプ」が

消灯していることを確認します。 

 

1.3. パソコンにネットワークの設定をする  
 

 

【ステップ１】 Windows の[スタート]をクリックし、メニューの[コントロールパネル]をクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ２】 [ネットワーク接続]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  
電源を OFF にするときは、本装置前面の「BSY」（BUSY）ランプが点灯していないことを確認して[ O ]

を押します。 

 注意  
Windows XP のメニュー表示を「クラシック[スタート]メニュー」表示にしているときは、表示されるメ

ニュー、項目が異なります。このときは Step1 から Step4 までの手順を読み替え、【ローカルエリア接続

のプロパティ】画面を表示してください。 

 ステップ 1：クリック 

ステップ 2：ダブルクリック 
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【ステップ３】 [ローカルエリア接続]を右クリックし、メニューの[プロパティ(R)]をクリックしま 

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ４】 「インターネットプロトコル(TCP/IP)」を選択します。 

【ステップ５】 [プロパティ(R)]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ６】 [全般]タブをクリックします。 

【ステップ７】 [IP アドレスを自動的に取得する(O)]  のラジオボタンをチェックします。 

【ステップ８】 [DNS サーバのアドレスを自動的に取得する(B)]のラジオボタンをチェックします。 

【ステップ９】 [OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 3：右クリック 

ステップ 3：クリック 

ステップ 4：クリック 

ステップ 5：クリック 

ステップ 6：クリック 

ステップ 7：クリック 

ステップ 8：クリック 

ステップ 9：クリック 



 
 

5 

【ステップ１０】 【ローカルエリア接続のプロパティ】画面の[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.4. パソコンにネットワークの設定をする 
 

【ステップ１】 ブラウザ(InternetExplorer)のメニュー[ツール(T)]をクリックし、[インターネット

オプション(O)]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ２】 [接続]タブをクリックします。 

【ステップ３】 [LAN の設定(L)]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 10：クリック 

ステップ 1：クリック 

ステップ 2：クリック 

ステップ 3：クリック 
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【ステップ４】 [LAN にプロキシサーバーを使用する]のチェックを外します。 

【ステップ５】 [OK]をクリックします。 

        【ローカルエリアネットワーク（LAN）の設定】画面が閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ６】 [プライバシー]タブをクリックします。  

【ステップ７】 「スライダー」の位置が「中-高」以下であることを確認します。 

 

 

【ステップ８】 【インターネットオプション】画面の[OK]をクリックします。 

         【インターネットオプション】画面が閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  
本装置は Cookie を使用しています。「すべての Cookie をブロック」または「高」にすると、本装置で使

用する Cookieがブロックされ、設定を行うことができません。 

ステップ 4：外す 

ステップ 5：クリック 

ステップ 6：クリック 

ステップ 7：確認 

ステップ 8：クリック 
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2.Web 接続とログイン／ログアウト 

 

2.1. 本装置のトップページを開く 
ブラウザのアドレスバーに半角英数字で「http://192.168.1.254/」と入力し、[Enter]キーを

押します。 

   【トップページ】画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

【トップページ】画面について 

トップページには次の 2つのエリアがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

詳しい説明は、「5.メンテナンス」の「5.1 装置稼動状態の表示」を参照して下さい。 

入力する 

メッセージエリア 

 
操作の状態が表示されます。 

本装置情報エリア 

 
本装置および接続の状態が表示
されます。 



 
 

8 

 

本装置のネットワークアドレス変更後にトップページが開けないときは 

 

 本装置の初期設定の IP アドレスは 192.168.1.254、プレフィックス長(サブネットマスク)は 24 

です。設定中に、本装置の IPアドレスを変更すると、アクセス中のパソコンは本装置と通信するこ 

とができなくなります。このときは、パソコン側の IP アドレスの解放と再取得が必要となります。 

次の手順で IP アドレスの解放／再取得を行ってから、Web ブラウザで再接続してください。 

 

【ステップ１】 Windows の[スタート]をクリックし、メニューの[すべてのプログラム]をクリック

し、アクセサリから[コマンドプロンプト]をクリックします。 

          【コマンドプロンプト】画面が表示されます。 

 

【ステップ２】 コマンドプロンプト(＞)に続けて半角英数字で「ipconfig/release」と入力し[Enter]

キーを押します。  

【ステップ３】 IPアドレスが開放されたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ４】 コマンドプロンプト(＞)に続けて半角英数字で「ipconfig/renew」と入力し[Enter]

キーを押します。 

【ステップ５】 新しい IP アドレスが取得できたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

ステップ 2：入力する 

ステップ 3：確認する 

ステップ 4：入力する 

ステップ 5：確認する 
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2.2. ログインする  
 

【ステップ１】 [ログイン実行]ボタンをクリックします。 

          【192.168.1.254 に接続】ダイアログ画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

【強制ログイン確認】画面について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【強制ログアウト】画面について 

 

強制ログアウトされたユーザのブラウザは、アクセス時に【強制ログアウト】画面に切り替わり、

「強制ログアウトしました。」のメッセージが表示されます。 

 

 

 

 

【ステップ２】 [ユーザ名(U)]に半角英数字で｢admin｣と入力します。  

           半角の小文字で入力します。 

【ステップ３】 [パスワード(P)]に半角英数字で｢admin｣と入力します。 

           半角の小文字で入力します。 

【ステップ４】 [OK]ボタンをクリックします。 

           【トップページ】画面のメッセージが「ログイン中です。」に切り替わります。 

注 意 

本装置に同時にログインできるのは 1ユーザです。既に本装置にログインしているユーザがいるときは、

【強制ログイン確認】画面が表示されます。 

強制ログインは、既にログインしているユーザを強制的にログアウトさせ、後からのユーザがログイン

する操作です。 

強制ログインを実行するときは[強

制ログイン実行]ボタンをクリック

します。 

ステップ 1：クリック 

クリック 
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【ステップ５】 メッセージエリアの「ログイン中です。」により、ログインが正常に完了したことを

確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3. ログアウトする 
 

【ステップ１】 [ログアウト実行]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ２】 メッセージエリアの「ログインしていません。」により、ログアウトが正常に完了し

たことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

ステップ 2：入力する 

ステップ 3：入力する 

ステップ 4：クリック 

ステップ 5：確認する 

ステップ 1：クリック 

ステップ 2：確認 
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3.かんたん設定 

 

3.1. PPPoE によるインターネット接続 
 

3.1.1. かんたん設定を開始する 
 

【ステップ１】 ログインします。 

【ステップ２】 トップページの「かんたん設定」をクリックします。 

           【装置名とログインの設定】画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.2. 装置名とログインパスワードを設定する 
 

【ステップ１】 装置名を入力します。 

           本装置をネットワークで識別するための名称です。任意の装置名を付けることができます。  

半角英数字で 1～79 文字まで入力できます。 

 

【ステップ２】 トップページの「かんたん設定」をクリックします。 

           【装置名とログインの設定】画面が表示されます。 

 

【ステップ３】 ログインパスワードを変更するときは、新しいログインパスワードを入力します。 

トップページの「かんたん設定」をクリックします。 

           半角文字で 1～249 文字まで入力できます。 

 

 

解説 装置名の初期設定は、「Router」です。 

解説 
「かんたん設定」ではログイン ID を変更することはできません。 

変更するときは『取扱説明書』を参照して、コマンド入力により行ってください。 

 注意  
・ 大文字／小文字も区別されます。 

・ パスワードの入力文字は表示されません。●●●の伏せ文字が表示されます。 

・ パスワードは第三者に推測されにくく、忘れないような文字列を入力します。 

＋α 

セキュリティ性を向上させるため、パスワードの変更を強く推奨します。  

パスワードは、「4.個別設定」の「4.1.装置名／ログインパスワード／Telnet サーバ機能の設定」で変

更することもできます。 

ステップ 2：クリック 
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【ステップ４】 「Telnet サーバ機能」のプルダウンメニューから[有効]／[無効]を選択します。 

           Web 設定以外に、リモートコンソールから Telnet 接続によるコマンドライン設定を行う場合は、 

[有効]を選択します。Telnet 接続を行わない場合は[無効]を選択します。 

 

【ステップ５】 [設定する]ボタンをクリックします。 

【LAN 側ネットワークの設定】画面に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  
「ログインパスワードを変更する」にチェックを付けたときは、ログインのダイアログ画面が表示されま

す。新しく設定したパスワードを入力して[OK]をクリックしてください。 

解説 [設定する]ボタンをクリックしたときに、設定データが有効になります。 

ステップ 1：入力する 

ステップ 2：チェック  

ステップ 3：入力する  

ステップ 4：クリック 

ステップ 5：クリック 
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3.1.3. LAN 側ネットワークを設定する 
 

【ステップ１】 本装置の LAN 側 IP アドレス、サブネットマスクを入力します。装置名を入力しま

す。 

        サブネットマスクは CIDR(クラスレス・インタードメイン・ルーティング)表記とな

っています。 

 

 

 

【ステップ２】 「DHCP サーバ機能」のプルダウンメニューから[有効]／[無効]を選択します。 

 

 

 

【ステップ３】 「DHCP サーバ機能」で[有効]を選択したときは、「割り当て範囲」の IP アドレス

を入力します。 

 

 

 注意  
本装置の初期設定の IP アドレスは 192.168.1.254、サブネットマスクは 24 です。IP アドレスを変更し

て[設定する]ボタンをクリックすると、Web 接続が切断されます。このときは、変更した IP アドレスで

再接続してください｡ 

＋α 

サブネットマスクは、サブネットワークの範囲を 32 ビット(2 進数)で指定します。CIDR 表記では、マ

スクビット数で表記します。先頭 24 ビットがマスクされたとき、32 ビットを 4 ビットずつ 4 部分に分

けて 10進表記にすると 255.255.255.0 となります。 

 注意  
「DHCP サーバ機能」の[無効]を選択したときは、ネットワーク内のパソコン等の IP アドレスを個別に設

定する必要があります。 

＋α 
「セカンダリ IP アドレス」については、「4.個別設定」の「4.3.LAN 側ネットワーク」を参照してくださ

い。 

 注意  DHCP の割り当て範囲は、LAN 側 IP アドレスと同一のサブネットワークの範囲内である必要があります。 
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【ステップ４】 [設定する]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ５】 プロバイダ接続方法を選択する画面が表示されることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.4. 接続方法(PPPoE 接続)を選択する 
 

 

 

 

 

 

 

注 意 

本装置の LAN 側 IP アドレスを変更したときは、[設定する]ボタンのクリックでデータが変更されるた

め、Web 画面の接続が切れ、「接続できませんでした」が表示されます。  

「2.Web 接続とログイン／ログアウト」の「2.1.本装置のトップページを開く」を参照して再度 Web 接続

してトップページを開き、ログインしてください。 

ステップ 1：入力する 

ステップ 2：選択する 

ステップ 3：入力する 

ステップ 4：クリック 

ステップ 5：確認する  

ステップ 5：確認する  
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3.1.5. PPPoE 接続のプロバイダ情報を設定する 
 

【ステップ１】 「接続名」にプロバイダ接続の名称を入力します。 

        プロバイダの接続名称は、接続先が分かるような任意の名称を付けることができます。  

半角文字で 1～79 文字まで入力できます。 

【ステップ２】 プロバイダから与えられた PPPoE 接続の「ユーザ ID」を入力します。「接続名」に

プロバイダ接続の名称を入力します。 

            半角文字で 1～59 文字まで入力できます。 

【ステップ３】 プロバイダから与えられた PPPoE 接続に使用する「パスワード」を入力します。 

大文字、小文字も区別されます。         

半角文字で 1～79 文字まで入力できます。 

【ステップ４】 PPPoE 接続の「IP アドレス」を設定します。 

プロバイダから WAN 側の固定 IP アドレスが与えられているときは、「手動設定」ラジオボタ

ンをチェックし、与えられた IP アドレスを入力し、サブネットマスクをプルダウンメニュー

から選択します。  

固定 IP アドレスが与えられていないときは、「自動取得」のラジオボタンをチェックします。 

 

 

 

【ステップ５】 「DNS アドレス」を設定します。 

プロバイダから DNS アドレスが与えられているとき、または独自に DNS を指定するときは、「手

動設定」ラジオボタンをチェックし、上段にプライマリ DNS サーバ、下段にセカンダリ DNS サ

ーバのアドレスを入力します。  

DNS アドレスが与えられていないときは、「自動取得」のラジオボタンをチェックします。 

 

 

 

 注意  他のインタフェースで使用されている IP アドレスを使用することはできません。 

＋α 
ネットワークのアドレスは IPv4の場合、半角数字で「xxx.xxx.xxx.xxx」のように4 つの半角数字(0～255)

をピリオド(ドット)で区切って入力します。 

 注意  他のインタフェースで使用されている IP アドレスを使用することはできません。 

＋α 
DNS(ドメイン・ネーム・システム)とは、ドメイン名を IP アドレスに変換するシステムのことです。 

DNS アドレスは、この機能を行っているサーバのアドレスです。 
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【ステップ６】 [設定する]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.6. 設定を保存する 
 

【ステップ１】 「インターネットの設定が完了しました。」のメッセージを確認します。 

【ステップ２】 [保存実行]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 「全ての設定が完了しました。」のメッセージを確認します。 

【ステップ４】 [トップページに戻る]をクリックします。 

【トップページ】画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 1：入力する 

ステップ 2：入力する   

ステップ 3：入力する  

ステップ 4：設定する  

ステップ 5：設定する  

ステップ 6：クリック  

ステップ 1：確認する 

ステップ 2：クリック 

ステップ 3：確認する 

ステップ 4：クリック 



 
 

17 

3.1.7. 接続状態を確認する 
 

【ステップ１】 「PPPoE 基本接続」の「状態」欄が「接続」になっていることを確認します。 

【ステップ２】 [プロバイダ接続の設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 設定した内容が正しいか【プロバイダ接続の設定】画面の「プロバイダ接続詳細」

で確認します。 

【ステップ４】 [トップページに戻る]をクリックします。  

【トップページ】画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 1：確認する 

ステップ 2：クリック 

ステップ 3：確認する 

ステップ 4：クリック 

ステップ 3：確認する 
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3.2. IP 接続によるインターネット接続 
 

3.2.1. かんたん設定を開始する 
 

【ステップ１】 ログインします。 

【ステップ２】 トップページの「かんたん設定」をクリックします。 

           【装置名とログインの設定】画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.2. 装置名とログインパスワードを設定する 
 

【ステップ１】 装置名を入力します。 

           本装置をネットワークで識別するための名称です。任意の装置名を付けることができます。  

半角英数字で 1～79 文字まで入力できます。 

 

【ステップ２】 ログインパスワードを変更するときは、「ログインパスワードを変更する」のチェッ

クボックスにチェックを付けます。 

 

【ステップ３】 ログインパスワードを変更するときは、新しいログインパスワードを入力します。 

           半角文字で 1～249 文字まで入力できます。 

 

 

解説 装置名の初期設定は、「Router」です。 

解説 
「かんたん設定」ではログイン ID を変更することはできません。 

変更するときは『取扱説明書』を参照して、コマンド入力により行ってください。 

 注意  
・ 大文字／小文字も区別されます。 

・ パスワードの入力文字は表示されません。●●●の伏せ文字が表示されます。 

・ パスワードは第三者に推測されにくく、忘れないような文字列を入力します。 

＋α 

セキュリティ性を向上させるため、パスワードの変更を強く推奨します。  

パスワードは、「4.個別設定」の「4.1.装置名／ログインパスワード／Telnet サーバ機能の設定」で変

更することもできます。 

ステップ 2：クリック 
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【ステップ４】 「Telnet サーバ機能」のプルダウンメニューから[有効]／[無効]を選択します。 

            Web 設定以外に、リモートコンソールから Telnet 接続によるコマンドライン設定を行う場合

は、[有効]を選択します。Telnet 接続を行わない場合は[無効]を選択します。 

 

【ステップ５】 [設定する]ボタンをクリックします。 

【LAN 側ネットワークの設定】画面に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  
「ログインパスワードを変更する」にチェックを付けたときは、ログインのダイアログ画面が表示されま

す。新しく設定したパスワードを入力して[OK]をクリックしてください。 

解説 [設定する]ボタンをクリックしたときに、設定データが有効になります。 

ステップ 1：入力する 

ステップ 2：チェック  

ステップ 3：入力する  

ステップ 4：クリック 

ステップ 5：クリック 
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3.2.3. LAN 側ネットワークを設定する 
 

【ステップ１】 本装置の LAN 側 IP アドレス、サブネットマスクを入力します。 

           サブネットマスクは CIDR(クラスレス・インタードメイン・ルーティング)表記となっています。 

  

 

 

【ステップ２】 「DHCP サーバ機能」のプルダウンメニューから[有効]／[無効]を選択します。 

 

 

 

【ステップ３】 「DHCP サーバ機能」で[有効]を選択したときは、「割り当て範囲」の IP アドレス

を入力します。 

 

 

 注意  
本装置の初期設定の IP アドレスは 192.168.1.254、サブネットマスクは 24 です。IP アドレスを変更し

て[設定する]ボタンをクリックすると、Web 接続が切断されます。このときは、変更した IP アドレスで

再接続してください｡ 

＋α 

サブネットマスクは、サブネットワークの範囲を 32 ビット(2 進数)で指定します。CIDR 表記では、マ

スクビット数で表記します。先頭 24 ビットがマスクされたとき、32 ビットを 4 ビットずつ 4 部分に分

けて 10進表記にすると 255.255.255.0 となります。 

 注意  
「DHCP サーバ機能」の[無効]を選択したときは、ネットワーク内のパソコン等の IP アドレスを個別に設

定する必要があります。 

＋α 
「セカンダリ IP アドレス」については、「4.個別設定」の「4.3．LAN 側ネットワーク」を参照してくだ

さい。 

 注意  DHCP の割り当て範囲は、LAN 側 IP アドレスと同一のサブネットワークの範囲内である必要があります。 

＋α 
「DHCP サーバ機能」は、LAN 側インタフェースに接続され、かつ IP アドレス自動取得に設定されている

機器に対して、IPアドレスを自動的に割り当てる機能です。 
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【ステップ４】 [設定する]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ５】 プロバイダ接続方法を選択する画面が表示されることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.4. 接続方法(IP 接続)を選択する 
【プロバイダ接続の設定(IP 接続)】画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 注意  

本装置の LAN 側 IP アドレスを変更したときは、[設定する]ボタンのクリックでデータが変更されるた

め、Web 画面の接続が切れ、「接続できませんでした」が表示されます。  

「2.Web 接続とログイン／ログアウト」の「2.1.本装置のトップページを開く」を参照して再度 Web 接続

してトップページを開き、ログインしてください。 

ステップ 1：入力する 

ステップ 2：選択する 

ステップ 3：入力する 

ステップ 4：クリック 

ステップ 5：確認する 

クリック 
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3.2.5. IP 接続のプロバイダ情報を設定する 
 

【ステップ１】 「接続名」にプロバイダ接続の名称を入力します。 

プロバイダの接続名称は、接続先が分かるような任意の名称を付けることができます。  

半角文字で 1～79 文字まで入力できます。 

【ステップ２】 「DHCP クライアント機能」のプルダウンメニューから[有効]／[無効]を選択します。 

 

 

 

 

【ステップ３】 「DHCP クライアント機能」の[無効]を選択したときは、「IP アドレス」を設定しま

す。 

WAN 側（GE0）ポートの IPアドレスを入力し、サブネットマスクをプルダウンメニューから選

択します。 

 

 

【ステップ４】 「DHCP クライアント機能」の [無効]を選択したときは、「デフォルトルート」を入力

します。 

 

 

【ステップ５】 「DHCP クライアント機能」の [無効]を選択したときは、「「DNSアドレス」を設定し

ます。 

上段にプライマリ DNS サーバ、下段にセカンダリ DNS サーバのアドレスを入力します。  

DNS アドレスが与えられているときは、そのアドレスを入力します。 

 

 

 注意  

・「DHCP クライアント機能」の[無効]を選択したときは、以下の IP アドレス、デフォルトルート、DNS ア

ドレスを設定する必要があります。  

・[有効]を選択したときは、IP アドレス、デフォルトルート、DNS アドレスに入力しても、 

[設定する]ボタンがクリックされたときに削除されます。 

＋α 「DHCP クライアント機能」は、IP アドレスを自動的に割り当ててもらう機能です。 

＋α 
ネットワークのアドレスは IPv4の場合、半角数字で「xxx.xxx.xxx.xxx」のように4 つの半角数字(0～255)

をピリオド(ドット)で区切って入力します。 

 注意  他のインタフェースで使用されている IP アドレスを使用することはできません。 

＋α 
デフォルトルートとは、受信したパケットの宛先アドレスに一致する経路がルーティングテーブルに存在

しないときに用いる経路です。 

 注意  他のインタフェースで使用されている IP アドレスを使用することはできません。 
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【ステップ６】 [設定する]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.6. 設定を保存する 
 

【ステップ１】 「インターネットの設定が完了しました。」のメッセージを確認します。 

【ステップ２】 [保存実行]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 「全ての設定が完了しました。」のメッセージを確認します。 

【ステップ４】 [トップページに戻る]をクリックします。 

【トップページ】画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 1：入力する 

ステップ 2：選択する 

ステップ 6:クリック 

ステップ 5：入力する 

ステップ 4：入力する 

ステップ 3：設定する 

ステップ 1：確認する 

ステップ 2：クリック 

ステップ 3：確認する 

ステップ 4：クリック 
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3.2.7. 接続状態を確認する 
 

【ステップ１】 「WAN 側(GE0)」の「接続状態」、「IP 接続」の「状態」欄が「接続」になっているこ

とを確認します。 

【ステップ２】 [プロバイダ接続の設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 設定した内容が正しいか【プロバイダ接続の設定】画面の「プロバイダ接続詳細」

で確認します。 

【ステップ４】 [トップページに戻る]をクリックします。  

【トップページ】画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 2：クリック 

ステップ 1：確認する ステップ 1：確認する 

ステップ 4：クリック 

ステップ 3：確認する 
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3.3. IPSec による VPN 接続  
 

3.3.1. インターネット接続の設定をする 
 

【ステップ１】 「3.1.PPPoE によるインターネット接続」または「3.2.IP 接続によるインターネッ

ト接続」の「3.1.1項～3.1.5 項」または「3.2.1 項～3.2.5 項」の手順に従い、PPPoE

または IP 接続のインターネット設定をします。 

【ステップ２】 [VPN 接続の設定へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

3.3.2. VPN 接続方法(IPSec)を選択する 
  [IPSec 接続の設定を行う]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 2：クリック 

クリック 
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3.3.3. IPSec による VPN 接続を設定する   
 

【ステップ１】 「接続名」に IPSecの名称を入力します。 

            プロバイダの接続名称は、接続先が分かるような任意の名称を付けることができます。  

半角文字で 1～79 文字まで入力できます。 

【ステップ２】 本装置の「WAN 側 IP アドレス」の割り当て方式を選択します。 

インターネット接続の設定で、PPPoE の IP アドレスを「自動取得」に設定したとき、または

IP 接続の DHCP クライアント機能を「使用する」に設定したときは、[動的 IPアドレス]を選

択します。 上記以外で、WAN 側 IP アドレスを指定し、常に固定されているときは、[固定 IP

アドレス]を選択します。 

【ステップ３】 接続先(IPSec 相手装置)の「WAN 側 IP アドレス」を設定します。 

          接続先(IPSec 相手装置)の IP アドレスが IPCP や DHCP などによる自動取得に設定されている
ときは[動的IPアドレス]を選択します。 常に固定した IPアドレスを使用しているときは[固

定 IPアドレス]を選択し、その IPアドレスを入力します。 

【ステップ４】 接続先(IPSec 相手装置)の「LAN 側ネットワーク」のネットワークアドレス、サブネ

ットマスクを設定します。 

【ステップ５】 「ルーティング」を設定します。 

           接続先(IPSec 相手装置)の LAN 側に、ネットワークが１つだけでなく、ステップ４で設定した
以外に複数あるときは、そのネットワークアドレス(プレフィックス)を入力し、サブネットマ

スクを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＋α 
プレフィックスとは、サブネットマスクで指定されるプレフィックス長のネットワークアドレスです。 

接続ポートの IPドレスではありません。たとえばサブネットマスクが 24(255.255.255.0)のときのプレフ

ィックスは、「xxx.xxx.xxx.0」の「x」の部分で、最後のアドレス表記は「0」となります。 

ステップ 1：入力する 

ステップ 2：選択する 

ステップ 3：設定する 

ステップ 4：設定する 

ステップ 5：設定する 



 
 

27 

【ステップ６】 IKE で使用される「事前共有鍵」の文字列を入力します。 

半角文字で 1～128 文字まで入力できます。 

 

 

 

【ステップ７】 IKE で使用される暗号と認証の「アルゴリズム」を選択します。 

暗号アルゴリズムは、DES、3DES、AES(128 bit)、AES(192 bit)、AES(256 bit)から選択します。  

認証アルゴリズムは、MD5、SHA1 から選択します。 

 

 

【ステップ８】 IKE モードがアグレッシブモードのとき、「ID」を入力します。 

          IKE モードがアグレッシブモードのとき、接続を識別するための ID 入力が必要です。  
半角文字で 1～255 文字を入力します。※．(ドット)間の文字数は 63 文字まで。 

 

 

 

【ステップ９】 IPSec の「アルゴリズム」を選択します。 

           暗号アルゴリズムは、DES、3DES、AES(128 bit)、AES(192 bit)、AES(256 bit)から選択します。  
認証アルゴリズムは、MD5、SHA1 から選択します。  

 

 

【ステップ１０】 [設定する]をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 注意  接続先(IPSec 相手装置)と同じ設定の事前共有鍵の文字列を入力します。 

＋α 
IKE(インターネット・キー・エクスチェンジ)は、IPSec で使う秘密共有鍵の生成を行う鍵交換プロトコル

です。 

 注意  接続先(IPSec 相手装置)と同じ設定の暗号アルゴリズムと認証アルゴリズムを選択します。 

 注意  接続先(IPSec 相手装置)と同じ設定の ID の文字列を入力します。 

解説 
動的アドレス」のときに IKEモードは自動的にアグレッシブモードになります。  

両方が「固定アドレス」のときは、メインモードになります。 

 注意  接続先(IPSec 相手装置)と同じ設定の IPSec アルゴリズムを選択します。 

ステップ 6：入力する 

ステップ 7：選択する 

ステップ 8：入力する 

ステップ 9：選択する 

ステップ 10：クリック 
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3.3.4. 設定を保存する   
 

【ステップ１】 「VPN 接続の設定が完了しました。」のメッセージを確認します。 

【ステップ２】  [保存実行]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 「全ての設定が完了しました。」のメッセージを確認します。 

【ステップ４】 [トップページに戻る]をクリックします。 

          【トップページ】画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

3.3.5. 接続状態を確認する   
 

【ステップ１】 「VPN 接続」の接続番号「＃１」が「接続」になっていることを確認します。 

【ステップ２】  [VPN 接続の設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  表示例はプロバイダ接続を PPPoE で接続した例です。 

ステップ 1：確認する 

ステップ 2：クリック 

ステップ 3：確認する 

ステップ 4：クリック 

ステップ 1：確認する 

ステップ 2：クリック 
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【ステップ３】 設定した内容が正しいか【VPN 接続の設定】画面の「VPN 接続詳細」で確認します。 

【ステップ４】 [トップページに戻る]をクリックします。 

          【トップページ】画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 3：確認する 

ステップ 4：クリック 
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3.4. IP トンネルによる VPN 接続  
 

3.4.1. インターネット接続の設定をする 
 

【ステップ１】 「3.1.PPPoE によるインターネット接続」または「3.2.IP 接続によるインターネッ

ト接続」の「3.1.1項～3.1.5 項」または「3.2.1 項～3.2.5 項」の手順に従い、PPPoE

または IP 接続のインターネット設定をします。 

【ステップ２】 [VPN 接続の設定へ]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

3.4.2. VPN 接続方法(IP トンネル)を選択する 
  [IP トンネル接続の設定を行う]をクリックします。 

 

 

 

 

 

3.4.3. IP トンネルによる VPN 接続を設定する   
 

【ステップ１】 「接続名」に IP トンネル接続の名称を入力します。 

            接続名称は、IPトンネルの接続先が分かるような任意の名称を付けることができます。  

半角文字で 1～79 文字まで入力できます。 

【ステップ２】 本装置の「WAN 側 IP アドレス」の割り当て方式を選択します。 

プロバイダ接続の設定で選択した接続方法(PPPoE 基本接続または IP 接続)を選択します。 

 

 

【ステップ３】 接続先(相手装置)の「WAN 側 IP アドレス」を設定します。 

【ステップ４】 接続先(相手装置)の「LAN 側ネットワーク」のネットワークアドレス、サブネットマ

スクを設定します。 

【ステップ５】 「ルーティング」を設定します。 

           接続先(相手装置)の LAN 側に、ネットワークが１つだけでなく、ステップ４で設定した以外に
複数あるときは、そのネットワークアドレス(プレフィックス)を入力し、サブネットマスクを

設定します。 

 

 

 

 注意  
個別設定で PPPoE 追加接続を設定しているときは、[PPPoE 追加接続]を選択します。かんたん設定のプロ

バイダ接続では、PPPoE 追加接続を設定することはできません。 

ステップ 2：クリック 

クリック 
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【ステップ６】 [設定する]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.4.4. 設定を保存する   
 

【ステップ１】 「VPN 接続の設定が完了しました。」のメッセージを確認します。 

【ステップ２】  [保存実行]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 「全ての設定が完了しました。」のメッセージを確認します。 

【ステップ４】 [トップページに戻る]をクリックします。 

          【トップページ】画面が表示されます。 

 

 

 

＋α 
プレフィックスとは、サブネットマスクで指定されるプレフィックス長のネットワークアドレスです。 

接続ポートの IPドレスではありません。たとえばサブネットマスクが 24(255.255.255.0)のときのプレフ

ィックスは、「xxx.xxx.xxx.0」の「x」の部分で、最後のアドレス表記は「0」となります。 

ステップ 1：確認する 

ステップ 2：クリック 

ステップ 3：確認する 

ステップ 4：クリック 

ステップ 1：入力する 

ステップ 2：選択する 

ステップ 3：入力する 

ステップ 4：設定する 

ステップ 5：設定する 

ステップ 6：クリック 
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3.4.5. 接続状態を確認する   
 

【ステップ１】 「VPN 接続」の接続番号「＃１」が「接続」になっていることを確認します。 

【ステップ２】  [VPN 接続の設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 設定した内容が正しいか【VPN 接続の設定】画面の「VPN 接続詳細」で確認します。 

【ステップ４】 [トップページに戻る]をクリックします。 

          【トップページ】画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  表示例はプロバイダ接続を IPで接続した例です。 

ステップ 1：確認する 

ステップ 2：クリック 

ステップ 3:確認する 

ステップ 4:クリック 
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4.個別設定 

 

4.1. 装置名／ログインパスワード／Telnet サーバ機能の設定 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[装置の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [装置名とログインの設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 【装置名とログインの設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ４】 [設定する]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 1:クリック ステップ 2:クリック 

ステップ 3:設定する 

ステップ 4:クリック 

① 

② 

③ 

④ 
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番号 項目 内容 

① 装置名 ■ 本装置をネットワークで識別するための名称です。  

・ 任意の装置名を付けることができます。  

・ 半角英数字で 1～79 文字まで入力できます。 

② ログイン ID ■ 本装置にログインするときの ID です。  

・ 初期値は「admin」です。変更できません。 

③ ログインパスワード ■ 本装置にログインするときのパスワードです。  

・ 初期値は「admin」です。  

・ 変更するときは「ログインパスワードを変更する」チェックボックスをチェ

ックし、新しいパスワードを入力します。半角文字 1～249 文字で入力しま

す。 

 注意  

・大文字／小文字も区別されます。 

・パスワードの入力文字は表示されません。●●●の伏せ文字が

表示されます。 

・パスワードは、第三者に推測されにくく、忘れないような文字

列を入力します。 

＋α 
セキュリティ性を向上させるため、パスワードの変更を強く推奨

します。  

④ Telnet サーバ機能 ■ Telnet サーバ機能の有効／無効を設定します。  

・ Web 設定以外に、リモートコンソールから Telnet 接続によるコマンドライ

ン設定を行う場合は、[有効]を選択します。  

・ Telnet 接続を行わない場合は[無効]を選択します。 

 

【ステップ５】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 意 
「ログインパスワードを変更する」にチェックを付けたときは、ログインのダイアログ画面が表示されま

す。新しく設定したパスワードを入力して[OK]をクリックしてください。 

ステップ 5:確認する 
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4.2. 時刻の設定 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[装置の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [装置時刻の設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 【装置時刻の設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ４】 手動で設定する時は、時報等にあわせて[設定する]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 1:クリック ステップ 2:クリック 

ステップ 3:設定する 

ステップ 4:クリック 

① 

② 

③ 
④ 
⑤ 
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番号 項目 内容 

① 装置時刻 ■本装置の時刻を設定します。  

・手動で設定するときは、「以下の日時に手動で設定する」のラジオボタンをチ

ェックし、時刻を設定します。  

・年：2001～2098、月：1～12、日：1～31、時：0～23、分：0～59、 

秒：0～59 

・タイムゾーンは、JST(日本標準時)、GMT(グリニッジ標準時)をプルダウンメ

ニューから選択します。 

 

＋α 画面を表示したときには、本装置の現在時刻が表示されています。  

② NTP サーバアドレス   ■本装置の時刻を NTP サーバ(ネットワーク・タイム・プロトコル)の時刻に同

期させることができます。  

・NTP サーバに同期させるときは、「以下の NTP サーバに同期させる」のラジ

オボタンをチェックし、NTP サーバのアドレスを入力します。 

③ NTP サーバ状態 ■NTP サーバとの接続状態を表示します。 

④ NTP サーバ階層 ■NTP サーバの階層を表示します。 

⑤ NTP サーババージョン ■NTP サーバのバージョンを表示します。 

 

【ステップ５】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  
「ログインパスワードを変更する」にチェックを付けたときは、ログインのダイアログ画面が表示されま

す。新しく設定したパスワードを入力して[OK]をクリックしてください。 

ステップ 5:確認する 
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4.3. LAN 側ネットワーク 
 

4.3.1. ネットワークの状態表示 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[ネットワークの設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ２】 ネットワークの状態を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 1:クリック 

ステップ 2:確認する ステップ 2:確認する 

① 

② 
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番号 項目 内容 

① WAN 側ネットワーク ■WAN 側ネットワークの下記の状態を表示しています。  

デバイス：WAN と接続している物理ポート(デバイス)の名前を表示しています。  

接続状態：WAN 側の接続状態(｢接続｣/｢接続されていません｣)を表示します。 

送信量：この物理ポート(デバイス)における送信方向の回線使用率を表示して 

います。  

受信量：この物理ポート(デバイス)における受信方向の回線使用率を表示して

います。 

② LAN 側ネットワーク ■ LAN 側ネットワークの下記の状態を表示しています。  

デバイス：LAN と接続している物理ポート(デバイス)の名前を表示しています。 

接続状態：各ポートの接続状態を表示します。  

送信量：この物理ポート(デバイス)における送信方向の回線使用率を表示して

います。  

受信量：この物理ポート(デバイス)における受信方向の回線使用率を表示して

います。  

IP アドレス：プライマリおよびセカンダリのIPアドレスを表示しています。  

DHCP サーバ機能：DHCP(ダイナミック・ホスト・コンフィギュレーション・プ

ロトコル)サーバ機能の「有効」／「無効」を表示しています。  

割り当て範囲：DHCP サーバ機能により LAN 側の各機器へ割り当てる IP アド

レスの範囲を表示しています。 
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4.3.2. LAN 側ネットワークの設定／変更 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[ネットワークの設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [LAN 側ネットワークの設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 【LAN 側ネットワークの設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ４】 [設定する]ボタンをクリックします。 

設定しないときは、[ネットワークの設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  

本装置の LAN 側 IP アドレスを変更して[設定する]ボタンをクリックすると、そのときに本装置のデータ

が変更されます。このため Web 画面の接続が切れ、「接続できませんでした」が表示されます。  

「2.Web 接続とログイン／ログアウト」の「2.1.本装置のトップページを開く」を参照して再度トップペ

ージを開き、ログインしてください。 

ステップ 1:クリック 
ステップ 2:クリック 

ステップ 3:設定する 

ステップ 4:クリック 
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番号 項目 内容 

① IP アドレス ■IP アドレスとサブネットマスクを設定します。  

・上段がプライマリアドレス、下段がセカンダリアドレスです。  

・セカンダリ IP アドレスを設定するときは、「セカンダリ IP アドレスを使用

する」チェックボックスをチェックし、セカンダリの IP アドレスとサブネッ

トマスクを設定します。  

・サブネットマスクは、CIDR(クラスレス・インタードメイン・ルーティング)表

記となっています。 

 

＋α 

サブネットマスクは、サブネットワークの範囲を 32ビット(2進数)

で指定します。マスク 1 ビットで 16 進数 1 桁分のアドレス(0 から

F)がマスクされます。32ビットのうち、先頭24ビットがマスクされ

たとき、アドレス表示は 255. 255. 255. 0 となります。 

 

＋α 
セカンダリ IPアドレスは、１つの物理ネットワーク(物理層)である 

LAN 側に、2つの論理ネットワークを割り当てるときに使用します。  

② DHCP サーバ機能   DHCP(ダイナミック・ホスト・コンフィギュレーション・プロトコル)サーバ機能

の「有効」／「無効」を設定します。 

 

注意 
「DHCP サーバ機能」の[無効]を選択したときは、ネットワーク内のパ

ソコン等の IP アドレスを個別に設定する必要があります。 

 

＋α 
「DHCP サーバ機能」の[無効]を選択したときは、ネットワーク内のパ

ソコン等の IP アドレスを個別に設定する必要があります。  

③ 割り当て範囲 DHCP サーバ機能を使用するとき、LAN 側インタフェースのネットワーク機器に

割り当てる IP アドレスの範囲を指定します。 

 

注意 
DHCP の割り当て範囲は、LAN 側 IP アドレスと同一のサブネットワーク

の範囲内である必要があります。  

 

【ステップ５】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 5:確認する 
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4.4. プロバイダ接続＜PPPoE 接続＞  
 

4.4.1. PPPoE 基本接続の新規設定 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[プロバイダ接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [PPPoE 基本接続の設定追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 【PPPoE 基本接続の設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ４】 [設定する]ボタンをクリックします。 

設定しないときは、[プロバイダ接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 1:クリック ステップ 2:クリック 

ステップ 3:確認する 

ステップ 4:クリック 

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 
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番号 項目 内容 

① 接続名 ■接続先が分かるようなプロバイダの接続名称を入力します。  

・任意の接続名を付けることができます。  

・半角文字で 1～79 文字まで入力できます。 

② ユーザ ID ■プロバイダから与えられた PPPoE のユーザIDを入力します。  

・半角文字で 1～59 文字まで入力できます。 

③ パスワード ■プロバイダから与えられた PPPoE 接続に使用するパスワードを入力します。  

・半角文字で 1～79 文字まで入力できます。 

 

注意 大文字、小文字も区別されます。 
 

④ IP アドレス ■PPPoE 接続の WAN 側の IP アドレスを設定します。  

・プロバイダから WAN 側の IP アドレスが与えられていないときは「自動取得」

を、固定 IP アドレスが与えられているときは「手動設定」のラジオボタンを

チェックします。  

・「手動設定」のラジオボタンをチェックしたときは、プロバイダから与えられ

た IP アドレスを入力し、サブネットマスクをプルダウンメニューから選択し

ます。 

 

注意 
他のインタフェースで使用されている IP アドレスを使用することは

できません。  

⑤ DNS アドレス ■PPPoE 接続の WAN 側の DNS サーバのアドレスを設定します。  

・プロバイダから WAN 側の DNS サーバのアドレスが与えられていないときは

「自動取得」を、与えられているとき、または独自に指定するときは「手動設

定」のラジオボタンをチェックします。  

・「手動設定」のラジオボタンをチェックしたときは、プロバイダから与えられ

たプライマリ DNS サーバの IP アドレスを上段に、セカンダリ DNS サーバの 

IP アドレスを下段に入力します。 

 

注意 
他のインタフェースで使用されている IP アドレスを使用することは

できません。  
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【ステップ５】 [設定を反映しました]のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。 

【ステップ６】 [プロバイダ接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ７】 PPPoE 基本接続が「接続」になっていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ステップ 5:確認する 

ステップ 6:クリック 

 ステップ 7:確認する 
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4.4.2. PPPoE 追加接続(第 2 セッション接続)の追加設定 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[プロバイダ接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [PPPoE 追加接続の設定追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 【PPPoE 追加接続の設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ４】 [設定する]ボタンをクリックします。 

設定しないときは、[プロバイダ接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

ステップ 1:クリック 
ステップ 2:クリック 

 ステップ 3:設定する 

ステップ 4：クリック 

① 

② 
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番号 項目 内容 

① 接続名  

ユーザ ID  

パスワード  

IP アドレス  

DNS アドレス 

■PPPoE 基本徹底と同様に設定します。  

・各設定項目の設定方法は、「4.個別設定」の「4.4.1.PPPoE 基本接続の新規設

定」を参照してください。  

② ルーティング ■PPPoE 追加接続の接続先ネットワークアドレスを設定します。  

・ネットワークアドレス(プレフィックス)を入力し、サブネットマスクをプルダ

ウンメニューから選択します。  

 

【ステップ５】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。 

【ステップ６】 [プロバイダ接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ステップ 5:設定する 

ステップ 6：クリック 
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【ステップ７】 「PPPoE 追加接続」が追加表示され、接続状態が「接続」になっていることを確認し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ステップ 7:設定する 
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4.4.3. PPPoE 基本接続の新規設定/追加接続の設定編集 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[プロバイダ接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [PPPoE 基本接続の設定編集]または[PPPoE 追加接続の設定編集]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 【PPPoE 基本接続の設定】画面または【PPPoE 追加接続の設定】画面の各項目を設

定します。 

【ステップ４】 [設定する]ボタンをクリックします。 

設定しないときは、[プロバイダ接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 1：クリック ステップ 2：クリック ステップ 2：クリック 

ステップ 3：設定する 

ステップ 4：クリック 

① ② 
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番号 項目 内容 

① 現在の状態・設定 ■現在設定されている設定内容と状態が表示されています。 

② 設定の変更 ■設定内容を変更することができます。  

・各設定項目の設定方法は、「4.個別設定」の「4.4.1.PPPoE 基本接続の新規設

定」または「4.4.2.PPPoE 追加接続(第 2 セッション接続)の追加設定」を参照

してください。 

 

【ステップ５】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  
表示例は「PPPoE 追加接続の設定編集」を選択したときの画面です。【PPPoE 基本接続の設定】画面には、

「ルーティング」項目は表示されません。 

ステップ 5：確認する ステップ 5：確認する 
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4.4.4. PPPoE 基本接続／追加接続の設定削除 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[プロバイダ接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [PPPoE追加接続の設定削除] ]または[PPPoE追加接続の設定削除]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加接続の設定削除 基本接続の設定削除 

ステップ 1：クリック 

ステップ 2：クリック ステップ 2：クリック 
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【ステップ３】 [削除する]ボタンをクリックします。 

設定を削除しないときは、[プロバイダ接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ４】 「PPPoE  基本接続を削除しました。」または「PPPoE 追加接続を削除しました。」の

メッセージを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 3：クリック 

ステップ 4：確認する 
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4.5. プロバイダ接続＜IP 接続＞ 
 

4.5.1. IP 接続の設定 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[プロバイダ接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [IP 接続の設定追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 【IP 接続の設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ４】 [設定する]ボタンをクリックします。 

設定しないときは、[プロバイダ接続の設定に戻る]をクリックします。 

ステップ 1：クリック ステップ 2：クリック 

ステップ 3：設定する 

ステップ 4：クリック 
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番号 項目 内容 

① 接続名 ■接続先が分かるようなプロバイダの接続名称を入力します。  

・任意の接続名を付けることができます。  

・半角文字で 1～79 文字まで入力できます。 

② DHCP クライアント機能 ■DHCPクライアント機能の有効／無効を設定します。  

・プルダウンメニューから[有効]または[無効]を選択します。 

 

注意 
[無効]を選択したときは、IP アドレス、デフォルトルート、DNS アド

レスを設定する必要があります。 

 

注意 

[有効]を選択したときは、IP アドレス、デフォルトルート、DNS アド

レスに入力しても、[設定する]ボタンがクリックされたときに削除さ

れます。  

③ IP アドレス ■DHCP クライアント機能の[無効]を選択したときは、WAN 側（GE0）の IP アド

レスを設定します。  

・IP アドレスを入力しサブネットマスクをプルダウンメニューから選択します。 

  

＋α 
[無効]を選択したときは、IP アドレス、デフォルトルート、DNS アド

レスを設定する必要があります。  

④ デフォルトルート ■DHCPクライアント機能の[無効]を選択したときは、デフォルトルートの IP ア

ドレスを設定します。  

・IP アドレスを入力します。 

 

＋α 
デフォルトルートとは、受信したパケットの宛先アドレスに一致する

経路がルーティングテーブルに存在しないときに用いる経路です。  

⑤ DNS アドレス ■DHCPクライアント機能の[無効]を選択したときは、DNSアドレスを設定します。  

・DNS サーバの IP アドレスを入力します。  
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【ステップ５】 [設定を反映しました]のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。 

【ステップ６】 [プロバイダ接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ７】 IP接続の接続状態が「接続」になっていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 5：確認する 

ステップ 6：クリック 

ステップ 5：確認する 

ステップ 7：確認する ステップ 7：確認する 
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4.5.2. IP 接続の設定編集   
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[プロバイダ接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [IP 接続の設定編集]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 【IP 接続の設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ４】 [設定する]ボタンをクリックします。 

設定を変更しないときは、[プロバイダ接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 項目 内容 

① 現在の状態・設定 ■現在設定されている設定内容と状態が表示されています。 

② 設定の変更 ■設定内容を変更することができます。  

・各設定項目の設定方法は、「4.個別設定」の「4.5.1.IP 接続の設定」を参照し

てください。 

ステップ 2：クリック ステップ 1：クリック 

ステップ 4：クリック 

ステップ 3：設定する 

② ① 
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【ステップ５】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 5：確認 ステップ 5：確認する 
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4.5.3. IP 接続の設定削除 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[プロバイダ接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [IP 接続の設定削除]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 [削除する]ボタンをクリックします。 

設定を削除しないときは、[プロバイダ接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ４】 「IP 接続を削除しました。」のメッセージを確認します。 

 

 

 

 

 

 

ステップ 2：クリック ステップ 1：クリック 

ステップ 3：クリック 

ステップ 4：確認する 
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4.6. VPN 接続＜IPSec＞ 
 

4.6.1. IPSec による VPN 接続の設定 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[VPN 接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [IPSec 接続の設定追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 【VPN 接続＃1の設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ４】 [設定する]ボタンをクリックします。 

設定しないときは、[VPN接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 注意  表示例はプロバイダ接続を PPPoE で接続した画面です。 

ステップ 2：クリック ステップ 1：クリック 

ステップ 3：設定する 

ステップ 3：クリック 

② 

① 

④ 

③ 

⑥ 

⑤ 

⑧ 
⑦ 

⑩ 

⑨ 
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番号 項目 内容 

① 接続名 ■接続先が分かるような IPSec による VPN 接続の接続名称を入力します。  

・任意の接続名を付けることができます。  

・半角文字で 1～79 文字まで入力できます。 

② 接続元  

WAN 側 IP アドレス 

■本装置の「WAN 側 IP アドレス」の割り当て方式を選択します。  

・インターネット接続の設定で、PPPoE の IP アドレスを「自動取得」に設定し

たとき、または IP 接続の DHCP クライアント機能を「使用する」に設定した

ときは、[動的 IP アドレス]を選択します。  

・上記以外で、WAN 側 IP アドレスを指定し、常に固定されているときは、[固

定 IP アドレス]を選択します。 

③ 接続元  

LAN 側ネットワーク 

■「LAN 側ネットワークの設定」で設定した IP アドレスが、本装置の LAN 側 IP 

アドレスとして自動的に設定されます。 

④ 接続先  

WAN 側 IP アドレス 

■接続先(IPSec 相手装置)の WAN 側 IP アドレスの割り当て方式を選択しま

す。  

・接続先(IPSec 相手装置)の IP アドレスが IPCP や DHCP などによる自動取得

に設定されているときは[動的 IP アドレス]を選択します。  

・常に固定した IP アドレスを使用しているときは[固定 IP アドレス]を選択

し、その IP アドレスを入力します。 

⑤ 接続先  

LAN 側ネットワーク 

■接続先(IPSec 相手装置)の LAN 側ネットワークのネットワークアドレス、サ

ブネットマスクを設定します。  

・ネットワークアドレス(プレフィックス)を入力し、サブネットマスクをプルダ

ウンメニューから選択します。 

＋α 

プレフィックスとは、サブネットマスクで指定されるプレフィックス

長のネットワークアドレスです。接続ポートの IP アドレスではあり

ません。たとえばサブネットマスクが 24(255. 255. 255. 0)のときの

プレフィックスは、「xxx.ｘxx.ｘxx.0」の「x」の部分で、最後のアド

レス表記は「0」となります。  

⑥ ルーティング ■ルーティングを設定します。  

・接続先(IPSec 相手装置)の LAN 側のネットワークが１つだけでなく複数ある

ときは、そのネットワークアドレス(プレフィックス)を入力し、サブネットマ

スクを設定します。 

⑦ IKE  事前共有鍵 ■ IKE で使用される事前共有鍵の文字列を入力します。  

・ 半角文字で 1～128 文字を入力します。 

注意 接続先(IPSec 相手装置)と同じ設定の ID の文字列を入力します。 
 

⑧ IKE  アルゴリズム ■IKE で使用される暗号と認証のアルゴリズムを選択します。  

・暗号アルゴリズムは、DES、3DES、AES(128 bit)、AES(192 bit)、AES(256 bit)

から選択します。  

・認証アルゴリズムは、MD5、SHA1 から選択します。 

注意 接続先(IPSec 相手装置)と同じ設定の ID の文字列を入力します。 
 

⑨ IKE ID ■IKE モードがアグレッシブモードのときは ID を入力します。  

・IKE モードがアグレッシブモードのとき、接続を識別するための ID 入力が必

要です。  

・半角文字で 1～255 文字を入力します。※ ．(ドット)間の文字数は 63 文字

まで。 

注意 接続先(IPSec 相手装置)と同じ設定の ID の文字列を入力します。 
 

⑩ IPSec アルゴリズム    ■IPSec のアルゴリズムを選択します。  

・暗号アルゴリズムは、DES、3DES、AES(128 bit)、AES(192 bit)、AES(256 bit)

から選択します。  

・認証アルゴリズムは、MD5、SHA1 から選択します。 

注意 
接続先(IPSec 相手装置)と同じ設定の IPSec アルゴリズムを選択し

ます。  
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【ステップ５】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。 

【ステップ６】 [VPN 接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ７】 IPSec 接続の接続状態が「接続」になっていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 6：クリック 

ステップ 5：確認する ステップ 5：確認する 

ステップ 7：確認する ステップ 7：確認する 
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4.6.2. IPSec による VPN 接続の設定編集 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[VPN 接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 設定変更する＃番号の[VPN 接続＃ の設定編集]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 選択した＃番号【VPN 接続＃ の設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ４】 [設定する]ボタンをクリックします。 

設定を変更しないときは、[VPN 接続の設定に戻る]をクリックします。 

注意  表示例はプロバイダ接続を PPPoE で接続した画面です。 

ステップ 1：クリック 

ステップ 2：クリック ステップ 2：クリック 
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番号 項目 内容 

① 現在の状態・設定 ■現在設定されている設定内容と状態が表示されています。 

② 設定の変更 ■設定内容を変更することができます。  

 各設定項目の設定方法は、「4.個別設定」の「4.6.1.IPSec による VPN 接続の

設定」を参照してください。 

 

ステップ 3：設定する 

ステップ 4：クリック 

② ① 
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【ステップ５】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 5：確認する ステップ 5：確認する 
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4.6.3. IPSec による VPN 接続の設定削除 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[VPN 接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 設定変更する＃番号の[VPN 接続＃ の設定削除]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例はプロバイダ接続を PPPoE で接続した画面です。 

ステップ 1：クリック 

ステップ 2：クリック ステップ 2：クリック 



 
 

64 

【ステップ３】 [削除する]ボタンをクリックします。 

設定を削除しないときは、[VPN 接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ４】 選択した＃番号【VPN 接続＃ を削除しました】のメッセージを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 3：クリック 

ステップ 4：確認する 
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4.7. VPN 接続＜IP トンネル＞ 
 

4.7.1. IP トンネルによる VPN 接続の設定 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[VPN 接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [IP トンネル接続の設定追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 【VPN 接続＃1の設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ４】 [設定する]ボタンをクリックします。 

設定しないときは、[VPN接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例はプロバイダ接続を PPPoE で接続した画面です。 

ステップ 1：クリック ステップ 2：クリック 

ステップ 4：クリック 

ステップ 3：設定する 

② 

① 

④ 

③ 

⑥ 

⑤ 
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番号 項目 内容 

① 接続名 ■接続先が分かるような IP トンネルによる VPN 接続の接続名称を入力します。  

・任意の接続名を付けることができます。  

・半角文字で 1～79 文字まで入力できます。 

② 接続元  

WAN 側 IP アドレス 

■本装置の WAN 側 IP アドレスの割り当て方式をプルダウンメニューから選択し

ます。   

・PPPoE 基本接続、PPPoE 追加接続、IP接続から選択します。 

③ 接続元  

LAN 側ネットワーク 

■「LAN 側ネットワークの設定」で設定した IPアドレスが、本装置の LAN 側 IP

アドレスとして自動的に設定されます。 

④ 接続先  

WAN 側 IP アドレス 

■接続先(相手装置)の「WAN 側 IP アドレス」を設定します。 

⑤ 接続先  

LAN 側ネットワーク 

■接続先(IP トンネル相手装置)の LAN 側ネットワークのネットワークアドレ

ス、サブネットマスクを設定します。  

・ネットワークアドレス(プレフィックス)を入力し、サブネットマスクをプルダ

ウンメニューから選択します。 

 

＋α 

プレフィックスとは、サブネットマスクで指定されるプレフィックス

長のネットワークアドレスです。接続ポートの IP アドレスではあり

ません。たとえばサブネットマスクが 24(255. 255. 255. 0)のときの

プレフィックスは、「xxx.ｘxx.ｘxx.0」の「x」の部分で、最後のアド

レス表記は「0」となります。  

⑥ ルーティング ■ルーティングを設定します。  

・接続先(IP トンネル相手装置)の LAN 側のネットワークが１つだけでなく複数

あるときは、そのネットワークアドレス(プレフィックス)を入力し、サブネッ

トマスクを設定します。 
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【ステップ５】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。 

【ステップ６】 [VPN 接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ７】 VPN 接続のが「接続」になっていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例はプロバイダ接続を IPで接続した画面です。 

ステップ 5：クリック 

ステップ 6：クリック 

ステップ 5：確認する 

ステップ 7：確認する ステップ 7：確認する 
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4.7.2. IP トンネルによる VPN 接続の設定編集 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[VPN 接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 設定変更する＃番号の[VPN 接続＃ の設定編集]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 選択した＃番号【VPN 接続＃ の設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ４】 [設定する]ボタンをクリックします。 

設定を変更しないときは、[VPN 接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  表示例はプロバイダ接続を IPで接続した画面です。 

注意  表示例はプロバイダ接続を IPで接続した画面です。 

ステップ 1：クリック ステップ 2：クリック ステップ 2：クリック 

② ① 

ステップ 3：設定する 

ステップ 4：クリック 
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番号 項目 内容 

① 現在の状態・設定 ■現在設定されている設定内容と状態が表示されています。 

② 設定の変更 ■設定内容を変更することができます。  

 各設定項目の設定方法は、「4.個別設定」の「4.7.1.IP トンネルによる VPN 接

続の設定」を参照してください。 

 

【ステップ５】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例はプロバイダ接続を IPで接続した画面です。 

ステップ 5：確認する ステップ 5：確認する 
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4.7.3. IP トンネルによる VPN 接続の設定削除 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[VPN 接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 設定変更する＃番号の[VPN 接続＃ の設定削除]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 [削除する]ボタンをクリックします。 

設定を削除しないときは、[VPN 接続の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ４】 削除した＃番号の「VPN 接続＃ を削除しました。」メッセージを確認します。 

 

 

 

 

 

 注意  表示例はプロバイダ接続を IPで接続した画面です。 

ステップ 1：クリック ステップ 2：クリック ステップ 2：クリック 

ステップ 3：クリック 

ステップ 4：確認する 
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4.8. VPN 接続＜IPv4 スタティックフィルタ＞ 
 

4.8.1. IPv4 スタティックフィルタの設定 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[VPN 接続の設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [IPv4 スタティックフィルタの設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 WAN または LAN インタフェースの[IPv4 スタティックフィルタの設定追加]を選択し

ます。 

WAN 側、LAN 側それぞれで設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ４】 【IPv4 スタティックフィルタの設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ５】 [設定する]ボタンをクリックします｡ 

 

 注意  表示例はプロバイダ接続を PPPoE で接続した画面です。 

ステップ 1：クリック ステップ 2：クリック 

ステップ 3：クリック 
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番号 項目 内容 

① シーケンス番号 ■フィルタのシーケンス番号を選択します。  

・シーケンス番号 1～32の 32 種類のフィルタを設定することができます。  

・複数のフィルタを設定したときは、若いシーケンス番号順にパケットのフィル

タリングを行います。  

② 方向／動作 ■フィルタリング対象とするパケットの通過方向と、パケットに対する処理動作

を以下の 4パターンから選択します。  

[in/透過]  : インタフェースで受信するパケットを透過させます。  

[in/廃棄]  : インタフェースで受信するパケットを廃棄します。  

[out/透過] : インタフェースから送信するパケットを透過させます。  

[out/廃棄] : インタフェースから送信するパケットを廃棄します。 

③ プロトコル ■フィルタリング対象とするプロトコルをプルダウンメニューから選択します。  

・プロトコルは、[TCP]、[UDP]、[IP]、[ICMP]、[その他]から選択します。  

・IPv4 のすべてのプロトコルを対象とするときは、[IP]を選択します。  

・プルダウンメニューで[その他]を選択したときは、プロトコル番号(0～255)を

入力します。 

 

注意 

以下のプロトコル番号を入力したときは、カッコ内のプロトコル名が

確認画面に表示されます。それ以外のプロトコル番号を入力したとき

は、プロトコル番号がそのまま表示されます。  

0(IP)、1(ICMP)、2(IGMP)、4(IPv4)、6(TCP)、17(UDP)、41(IPv6)、

43(ROUTING)、44(FRAGMENT)、46(RSVP)、47(GRE)、50(ESP)、51(AH)、

58(ICMPv6)、59(NONE)、60(DSTOPS)、89(OSPF)、97(ETHIP) 

 

注意 
0(IP)、1(ICMP)、6(TCP)、17(UDP)以外のプロトコル番号は、フィルタ

リング動作が行われないことがあります。  

④ 接続元   

IP アドレス 

■フィルタリング対象とする送信元の IP アドレスを設定します。  

・すべての IP アドレスからのパケットに対してフィルタリングを行うときは、

すべて」のラジオボタンをチェックします。  

・特定の IP アドレスからのパケットに対してフィルタリングを行うときは、「ア

ドレス指定」のラジオボタンをチェックし、IP アドレスを入力します。 

注意  表示例は PPPoE基本接続での IPv4 スタティックフィルタの設定画面です。 

ステップ 4：設定する 

ステップ 5：クリック 

② 
① 

④ 

③ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 
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⑤ 送信元  

ポート番号 

■フィルタリング対象とする送信元のポート番号を設定します。  

・すべてのポート番号のパケットに対してフィルタリングを行うときは、「すべ

て」のラジオボタンをチェックします。  

・特定のポート番号のパケットに対してフィルタリングを行うときは、「ポート

指定」のラジオボタンをチェックし、ポート番号を入力します。 

 

注意 
プロトコルで[TCP]または[UDP]を選択した場合のみ、ポート番号の設

定が有効です。 

  

⑥ 送信先  

IP アドレス 

■フィルタリング対象とする送信先の IP アドレスを設定します。  

・すべての IP アドレスへのパケットに対してフィルタリングを行うときは、「す

べて」のラジオボタンをチェックします。  

・特定の IP アドレスへのパケットに対してフィルタリングを行うときは、「ア

ドレス指定」のラジオボタンをチェックし、IP アドレスを入力します。 

⑦ 送信先  

ポート番号 

■フィルタリング対象とする送信先のポート番号を設定します。  

・すべてのポート番号のパケットに対してフィルタリングを行うときは、「すべ

て」のラジオボタンをチェックします。  

・特定のポート番号のパケットに対してフィルタリングを行うときは、「ポート

指定」のラジオボタンをチェックし、ポート番号を入力します。 

 

注意 
プロトコルで[TCP]または[UDP]を選択した場合のみ、ポート番号の設

定が有効です。  

⑧ ログ ■設定したフィルタで廃棄したパケットの廃棄ログを記録する／記録しないを

設定します。   

・プルダウンメニューから[記録する]／[記録しない]を選択します。 

 

+α 
記録した廃棄ログは、「5.メンテナンス」の「5.2.ログの表示と保存」

で確認、保存することができます。  

 

【ステップ６】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。 

【ステップ７】 [IPv4 スタティックフィルタの設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例は PPPoE基本接続での IPv4 スタティックフィルタの設定画面です。 

ステップ 6：確認する ステップ 6：確認する 

ステップ 7：クリック 
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【ステップ８】 IPv4 スタティックフィルタの設定が追加されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例は PPPoE基本接続での IPv4 スタティックフィルタの設定画面です。 

ステップ 8：確認する 
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4.8.2. IPv4 スタティックフィルタの設定編集 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[詳細設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [IPv4 スタティックフィルタの設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 設定変更するシーケンス番号(#番号)の[編集]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例は PPPoE基本接続での IPv4 スタティックフィルタの設定画面です。 

ステップ 1：クリック ステップ 2：クリック 

ステップ 3：クリック 
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【ステップ４】 【IPv4 スタティックフィルタの設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ５】 [設定する]ボタンをクリックします｡ 

設定を変更しないときは、[IPv4 スタティックフィルタの設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 項目 内容 

① 設定の変更 ■設定内容を変更することができます。  

・各設定項目の設定方法は、「4.個別設定」の「4.8.1.IPv4 スタティックフィル

タの設定」を参照してください。 

② 現在の設定内容 ■現在設定されている設定内容が表示されています。 

③ 設定の一覧 ■現在設定されているフィルタの一覧が表示されています。 

 

注意  表示例は PPPoE基本接続での IPv4 スタティックフィルタの設定画面です。 

ステップ 4：設定する 

ステップ 5：クリック 
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【ステップ６】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。

【ステップ７】 [IPv4 スタティックフィルタの設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ８】 設定内容が変更されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例は PPPoE基本接続での IPv4 スタティックフィルタの設定画面です。 

注意  表示例は PPPoE基本接続での IPv4 スタティックフィルタの設定画面です。 

ステップ 6：確認する ステップ 6：確認する 

ステップ 7：クリック 

ステップ 8：確認する 
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4.8.3. IPv4 スタティックフィルタの設定削除 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[詳細設定]]をクリックします。 

【ステップ２】 [IPv4 スタティックフィルタの設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 削除する#番号(シーケンス番号)の[削除]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ４】 [削除する]]ボタンをクリックします。 

削除するシーケンス番号(#番号)と設定内容を確認してから[削除する]ボタンをクリックします。  

削除しないときは、[IPv4 スタティックフィルタの設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例は PPPoE基本接続での IPv4 スタティックフィルタの設定画面です。 

ステップ 1：クリック ステップ 2：クリック 

ステップ 3：クリック 

ステップ 4：クリック 
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【ステップ５】 「IPv4 スタティックフィルタを削除しました。」のメッセージを確認します。 

【ステップ６】 [IPv4 スタティックフィルタの設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ７】 項目が削除されたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例は PPPoE基本接続での IPv4 スタティックフィルタの設定画面です。 

注意  表示例は PPPoE基本接続での IPv4 スタティックフィルタの設定画面です。 

ステップ 5：確認する ステップ 6：クリック 

ステップ 7：確認する 
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4.9. VPN 接続＜静的 NAPT＞ 
 

4.9.1. 静的 NAPT の設定 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[詳細設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [静的 NAPTの設定]]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 プロバイダ接続方法に対応した[静的 NAPT の設定追加]をクリックします。 

プロバイダ接続の設定により、[PPPoE 基本接続 静的 NAPT の設定追加]、[PPPoE 追加接続 静

的 NAPT の設定追加]または[IP接続 静的 NAPT の設定追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ４】 【静的 NAPT の設定】画面の各項目を設定します。 

【ステップ５】 [設定する]をクリックします。 

 

 

 

解 説 設定内容は、PPPoE 接続と IP接続での違いはありません。 

ステップ 1:クリック ステップ 2:クリック 

PPPoE 接続の場合 IP 接続の場合 

ステップ 1:クリック ステップ 1:クリック ステップ 3:クリック 
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 注意  表示例は、PPPoE 基本接続での静的 NAPT の画面です。 

 

 

番号 項目 内容 

① プロトコル ■静的 NAPT の対象にするプロトコルをプルダウンメニューから選択します。  

・プロトコルは[TCP/ポート指定]、[UDP/ポート指定]、[UDP/53(DNS)]、[TCP/20

～21(FTP)]、[TCP/80(HTTP)]、[ICMP/すべて(Ping)]、[UDP/161(SNMP)]、

[TCP/23(Telnet)]から選択します。  

・「プロトコル」で[TCP/ポート指定]または[UDP/ポート指定]を選択したときは、

②と④でポート番号を設定します。  

・設定できる静的 NAPT 数は１インタフェースで 32までです。 

② ポート番号 ■外部に公開するポート番号を入力します。WAN 側からこのポート番号に一致す

るパケットを受信したときに、次に設定する「プライベート側 IP アドレス」

へ転送を行います。  

・単一ポート番号で設定するときは片方の入力ボックスのみに入力し、複数のポ

ート番号のときは対象範囲の上限と下限をそれぞれの入力ボックスに入力し

ます。  

・入力できるポート番号は 1～65535です。 

③ プライベート側  

IP アドレス 

■静的 NAPT により公開する LAN 側(プライベートアドレス側)の端末やサーバ

の IPアドレスを入力します。 

④ プライベート側  

ポート番号 

■内部サーバ、端末が使用しているポート番号を入力します。   

・WAN 側と同じポート番号を使用するときは、「変換なし」のラジオボタンをチェ

ックします。   

・WAN 側と異なるポート番号に変換するときは、「ポート指定」のラジオボタンを

チェックし、ポート番号を 1～65535で入力します。 

 

ステップ 5:クリック 

ステップ 4:設定する 

① 

② 
③ 

④ 
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【ステップ６】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。 

【ステップ７】 [静的 NAPT の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  表示例は、PPPoE 基本接続での静的 NAPT の画面です。 

 

 

【ステップ８】 静的 NAPT の設定が追加されたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  表示例は、PPPoE 基本接続での静的 NAPT の画面です。 

 

ステップ 7:クリック 

ステップ 6:確認する ステップ 6:確認する 

ステップ 8:確認する 
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4.9.2. 静的 NAPT の設定編集 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[詳細設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [静的 NAPT の設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 設定変更する項目の[編集]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  表示例は、PPPoE 基本接続での静的 NAPT の画面です。 

 

【ステップ４】 【静的 NAPT の設定】画面の各項目を設定します。 

設定を変更しないときは、[VPN 接続の設定に戻る]をクリックします。 

【ステップ５】 [設定する]をクリックします。 

ステップ 1:クリック ステップ 2:クリック 

ステップ 3:クリック 
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 注意  表示例は、PPPoE 基本接続での静的 NAPT の画面です。 

 

番号 項目 内容 

① 設定の変更 ■設定内容を変更することができます。  

・各設定項目の設定方法は、「4.個別設定」の「4.9.1.静的 NAPT の設定」を参

照してください。 

② 現在の設定内容 ■現在設定されている設定内容が表示されています。 

③ 設定の一覧 ■現在設定されているフィルタの一覧が表示されています。 

 

【ステップ６】 「設定を反映しました」のメッセージと、設定内容が反映されたことを確認します。 

【ステップ７】 [静的 NAPT の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例は、PPPoE 基本接続での静的 NAPT の画面です。 

 

ステップ 5:クリック 

ステップ 4:設定する 

① 

② 

③ 

ステップ 7:クリック 

ステップ 6:確認する ステップ 6:確認する 
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【ステップ８】 静的 NAPTの設定が変更されたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例は、PPPoE 基本接続での静的 NAPT の画面です。 

ステップ 8:確認する 
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4.9.3. 静的 NAPT の設定削除 
  

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[詳細設定]をクリックします。 

【ステップ２】 [静的 NAPT の設定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 削除する項目の[削除]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例は、PPPoE 基本接続での静的 NAPT の画面です。 

 

【ステップ４】 [削除する]ボタンをクリックします。 

削除する設定内容を確認してから[削除する]ボタンをクリックします。  

削除しないときは、[静的 NAPT の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 1:クリック ステップ 2:クリック 

ステップ 3:クリック 

ステップ 4:クリック 
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注意  表示例は、PPPoE 基本接続での静的 NAPT の画面です。 

 

【ステップ５】 「静的 NAPT を削除しました。」のメッセージを確認します。 

【ステップ６】 [静的 NAPT の設定に戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例は、PPPoE 基本接続での静的 NAPT の画面です。 

 

【ステップ７】 項目が削除されたことを確認します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意  表示例は、PPPoE 基本接続での静的 NAPT の画面です。 

 

 

 

 

ステップ 5:確認する 

ステップ 6:クリック 

ステップ 7:確認する 
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5.メンテナンス 
 

5.1. 装置稼動状態の表示 
 

5.1.1. トップページの表示内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メッセージエリア 
 操作の状態が表示されます。 

管理エリア 
 [ログイン]、[ログアウト]、[かんたん設定］、

[保存実行］などのリンクや管理のためのボタ

ンが表示されます。 

本装置情報エリア 
 本装置および接続の状態が表示さ

れます。 
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番号 項目 内容 

① 装置 ■本装置の名称と稼働状態を表示しています。   

装置：本装置の名称です。初期設定は「Router」です。  

名称は任意に付けることができ、変更するときは、「4.個別設定」の「4.1.

装置名／ログインパスワード／Telnet サーバ機能の設定」を参照してく

ださい。 

バージョン：現在稼働中のソフトウェアのバージョンを表示しています。  

ソフトウェアの更新は、「5.メンテナンス」の「5.3 ソフトウェア

のアップデート」を参照してください。  

稼働時間：本装置の電源スイッチを ON にしたときや、本装置の再起動を実行

してからの経過時間を表示しています。  

稼働率：CPU の使用率を表示しています。  

メモリ：内部メモリの使用率を表示しています。  

内部温度：本装置内部の温度を表示しています。  

内部電圧：内部装置への入力電圧を表示しています。  

NTP：NTP(ネットワーク・タイム・プロトコル)サーバとの同期の状態を表示 

しています。  

同期の設定は、「4.個別設定」の「4.2.時刻の設定」を参照してください。 

② ネットワーク ■ネットワークの状態を表示しています。  

デバイス：物理デバイスの接続種類を表示しています。  

接続状態：デバイスの接続状態を表示しています。  

送信量：物理ポート(デバイス)における送信方向の回線使用率を表示していま

す。  

受信量：物理ポート(デバイス)における受信方向の回線使用率を表示していま

す。 

③ プロバイダ接続 ■プロバイダ接続の状態を表示しています。  

プロバイダ接続：プロバイダとの接続方式を表示しています。  

接続名：「プロバイダ接続の設定(PPPoE 接続または IP 接続)」で設定した接続 

名が表示されます。  

状態：プロバイダとの接続状態を表示しています。 

④ VPN 接続 ■VPN 接続の状態を表示しています。  

接続番号：VPN 接続の番号を表示しています。  

接続名：「VPN 接続の設定(IPSec 接続または IP トンネル接続)」で設定した接

続名が表示されます。  

接続種別：VPN 接続方式(IPSec または IP トンネル)を表示しています。  

状態：VPN 接続の接続状態を表示しています。 

⑤ 詳細設定 ■IPv4 スタティックフィルタの設定や静的 NAPT の設定などの詳細設定への

リンクです。  

詳細設定の内容はトップページには表示されません。 
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5.1.2. 装置稼動状態表示 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[[装置のメンテナンス]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ２】 「装置の稼働状態」を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 項目 内容 

① 起動日時 ■本装置の電源スイッチを ON にした日時を表示しています。   

② 稼働時間 ■本装置の電源スイッチを ON にしたときや、本装置の再起動を実行してから

の経過時間を表示しています。 

③ 稼働率 ■CPU の使用率を表示しています。 

④ メモリ使用量 ■内部メモリの使用率を表示しています。 

⑤ 内部温度 ■本装置内部の温度を表示しています。 

⑥ 内部電圧 ■内部装置への入力電圧を表示しています。 

 

ステップ 1:クリック 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
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5.2. ログの表示と保存 
 

【ステップ１】 ログインし、【トップページ】画面の[[装置のメンテナンス]をクリックします。 

【ステップ２】 「装置のログ」を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】 表示された本装置のログを確認します。 

【ステップ４】 [テキストファイルでダウンロード]を右クリックし、メニューから[対象をファイル

に保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  
[テキストファイルでダウンロード]を左クリックすると、ログがブラウザにフルスペースで表示されます。

このときは、ブラウザの[戻る]ボタンで【装置のログ】画面に戻ってください。 

ステップ 1:クリック ステップ 2:クリック 

ステップ 3:確認する 

ステップ 4:右クリック 

ステップ4:クリック 
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5.3. ソフトウェアのアップデート 
 

【ステップ１】  ログインし、【トップページ】画面の[装置のメンテナンス]をクリックします。 

【ステップ２】  ソフトウェアバージョン、ブートストラップバージョンを確認します。 

【ステップ３】  [ソフトウェアのアップデート]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ４】  [参照]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ５】  保存しておいたソフトウェアプログラムファイル(拡張子が「.rap」のファイル)を

選択します。 

【ステップ６】  [開く]ボタンをクリックします。 

 

 

解説 
ブートストラップとは、電源スイッチが ON になったときに最初に動作するプログラムです。本装

置の自己診断、ルータソフトウェアのロードなどを行います。 

 注意  ソフトウェアのアップデートには rap ファイルを使用してください。 

ステップ 1:クリック 

ステップ 2:確認する ステップ 3：クリック 

ステップ 4:クリック 
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【ステップ７】  [アップデート実行]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ８】  メッセージが「ファイル更新中です。」から「アップデートが完了しました。」に変

わったことを確認します。 

【ステップ９】  [再起動実行]をクリックして、本装置の再起動を行います。 

 

 

 

 

 注意  
・[アップデート実行]ボタンをクリックしたあとは、「アップデートが完了しました。」のメッセージが表

示されるまで、他の操作を行わないでください。アップデートには数分(3～4 分)かかります。  

・アップデートの実行中は、電源スイッチを絶対にOFF にしないでください。故障の原因になります。 

解説 
アップデートは、初めにソフトウェアのファイルがパソコンから本装置に転送(LINK ランプが点滅)され、

その後にソフトウェアの書き換えが実行(BSY ランプ(BUSY)が点灯)されます。 

解説 
実行中のソフトウェアは、再起動により新バージョンになります。詳しくは「5.メンテナンス」の「5.10.

装置の再起動」を参照してください。 

ステップ 5:選択する 

ステップ 6:クリック 

ステップ 7:クリック 
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【ステップ１０】  「装置を再起動しています。」のメッセージを確認し、数分待ちます。 

 

 

【ステップ１１】  [トップページに戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ１２】  トップページから再度ログインし、Step1 と Step2 により、【装置のメンテナンス】

画面を表示してソフトウェアバージョンが更新されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  再起動の完了のメッセージは表示されません。数分お待ちください。 

ステップ 8:確認する ステップ 8：確認する 

ステップ 9：クリック 

ステップ 12:確認する 

ステップ 10:確認する 

ステップ 11：クリック 
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5.4. 設定データの不揮発メモリへの保存 
 

【ステップ１】  ログインし、【トップページ】画面の[保存実行]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ２】  「設定を保存しました。」のメッセージを確認します。 

 

 

ステップ 1:クリック 

ステップ 2:確認する 
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5.5. 設定データの確認とバックアップ 
 

【ステップ１】  ログインし、【トップページ】画面の[装置のメンテナンス]をクリックします。 

【ステップ２】  [設定データの取得]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】  表示された設定データを確認します。 

【ステップ４】  [テキストファイルでダウンロード]を右クリックし、メニューから[対象をファイ

ルに保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ５】  フォルダ、ファイル名を指定し[保存]ボタンをクリックします。 

【ファイルのダウンロード】ダイアログが表示されたあと、【名前を付けて保存】ダイアログが表

示されるので、フォルダ、ファイル名を指定し[保存]ボタンをクリックします。 

テキストファイルが保存されます。 

 注意  
[テキストファイルでダウンロード]を左クリックすると、設定データがブラウザにフルスペースで表示さ

れます。このときは、ブラウザの[戻る]ボタンで【設定データの取得】画面に戻ってください。 

ステップ 1:クリック ステップ 2:クリック 

ステップ 3:確認する 

ステップ 4:右クリック 

ステップ4:クリック 
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5.6. 設定データの本装置へのアップロード 
 

【ステップ１】  ログインし、【トップページ】画面の[装置のメンテナンス]をクリックします。 

【ステップ２】  [設定ファイルのアップロード]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】  [参照]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ４】  保存しておいた設定ファイル(拡張子が「.txt」のファイル)を選択します。 

【ステップ５】  [開く]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ６】  [アップロード実行]ボタンをクリックします。 

 

 

 注意  

・[アップロード実行]ボタンをクリックしたあとは、「設定ファイルのアップロードが完了しました。」の

メッセージが表示されるまで、他の操作を行わないでください。  

・アップロードの実行中は、電源スイッチを絶対に OFF にしないでください。故障の原因になります。 

・ Web ブラウザにてアップロード可能なファイルは、拡張子が「.txt」のテキストファイルです。「.txt」

以外のファイルをアップロードした場合、Web 画面を表示することができなくなる可能性がありますの

で、アップロードする際には、拡張子を再度ご確認ください。 

ステップ 1:クリック ステップ 2:クリック 

ステップ 3:クリック 

ステップ 4:選択する 

ステップ 5:クリック 
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【ステップ７】  「設定ファイルのアップロードが完了しました。」に変わったことを確認します。 

【ステップ８】  [再起動実行]ボタンをクリックして、本装置の再起動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ９】 「装置を再起動しています。」のメッセージを確認し、数分待ちます。 

 

 

【ステップ１０】  [トップページに戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

【ステップ１１】  設定データを確認します。 

設定データの確認は「5.メンテナンス」の「5.5.設定データの確認とバックアップ」を参

照してください。 

 

解説 

「設定ファイルのアップロードが完了しました。」表示のときは、スタートアップコンフィグはアップロ

ードした設定データになりますが、ランニングコンフィグはアップロード前の状態です。アップロードし

た設定データは、本装置を再起動することで有効になります。 

 注意  再起動の完了のメッセージは表示されません。数分お待ちください。 

ステップ 6:クリック 

ステップ 7:確認する 

ステップ 8:クリック 

ステップ 9:確認する 

ステップ 10:クリック 
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5.7. 設定データの初期化 
 

【ステップ１】  ログインし、【トップページ】画面の[装置のメンテナンス]をクリックします。 

【ステップ２】  [設定の初期化]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】  [初期化実行]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

【ステップ４】  「保存されていた設定を初期状態に戻しました。」のメッセージを確認します。 

【ステップ５】  [再起動実行]ボタンをクリックして、本装置の再起動を行います。 

 

 

 

 

 

 

【ステップ６】  「装置を再起動しています。」のメッセージを確認し、数分待ちます。 

 

 

【ステップ７】  [トップページに戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意  再起動の完了のメッセージは表示されません。数分お待ちください。 

  

ステップ 3:クリック 

ステップ 4:確認する 

ステップ 5:クリック 

ステップ 6:確認する 

ステップ 7:クリック 
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5.8. Web ブラウザでの Ping コマンドによる接続確認 
 

【ステップ１】  ログインし、【トップページ】画面の[装置のメンテナンス]をクリックします。 

【ステップ２】  [Ping の実行]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】  【Ping の実行】画面の各項目を設定します。 

「送信先 IP アドレス」には、到達性を確認したい宛先の IP アドレスを入力します。  

「送信元 IP アドレス」、「パケットサイズ」の項目は省略できます。 

【ステップ４】  [Ping 実行]ボタンをクリックします。 

【ステップ５】  Ping コマンドの実行結果を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 項目 内容 

① 送信先 IP アドレス   ■送信先(到達性を確認したい宛先)の IP アドレスを入力します。 

② 送信元 IP アドレス ■送信元となる本装置の IP アドレスを入力します。  

・入力を省略することができます。  

・１つのインタフェースに複数の IP アドレスが設定されているときは入力しま

す。  

・本装置に設定されている IP アドレス以外を設定したときは、エラーとなりま

す。 

③ パケットサイズ ■Ping コマンドで送信するパケットサイズ(byte)を入力します。  

・入力を省略することができます。省略したときは、56byte のパケットが送信

されます。 

・4～65507byte の範囲で指定することができます。 

④ 実行結果 ■Ping コマンドの実行結果が表示されます。  

・実行結果は、[Ping 実行]ボタンをクリックするごとに書き替えられます。 

 

ステップ 1:クリック 

ステップ 2:クリック 

① 
② 

③ 

④ 

ステップ 3:設定する 

ステップ 4:クリック 

ステップ 5:確認する 
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5.9. Web ブラウザでのコマンド入力 
 

【ステップ１】  ログインし、【トップページ】画面の[装置のメンテナンス]をクリックします。 

【ステップ２】  [コマンドの実行]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】  「コマンド入力」ボックスを空欄のまま、[コマンド実行]ボタンをクリックします。 

【ステップ４】  現在のモードを確認します。 

「******(config)#」と表示されることを確認します。  

本装置の起動後、はじめて【コマンドの入力】画面を表示したときはグローバルコンフィグ

モードに設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ５】  「コマンド入力」ボックスにコマンドを入力します。 

複数行のコマンドを入力することができます。  

一度に入力できるのは合計 8,184 文字までです。改行は 6文字分として扱われます。 

解説 
「******(config)#」の「******」部分は「4.個別設定」の「4.1.装置名／ログインパスワード／Telnet 

サーバ機能の設定」で設定されている装置名が表示されます。 

ステップ 1:クリック 
ステップ 2:クリック 

ステップ 3:クリック 

ステップ 4:確認する 
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【ステップ６】  [コマンド実行]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ７】  コマンドの実行結果を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ 5:入力する 

ステップ 6:クリック 

ステップ 7:確認する 
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5.10. 装置の再起動 
 

【ステップ１】  ログインし、【トップページ】画面の[装置のメンテナンス]をクリックします。 

【ステップ２】  [装置の再起動]]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ステップ３】  [装置の再起動]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

【ステップ４】  「装置を再起動しています。」のメッセージを確認し、数分待ちます。 

 

 

【ステップ５】  [トップページに戻る]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

【ステップ６】  Ping コマンドの実行結果を確認します。 

引き続き設定を行うときは、再度ログインを行ってください。 

 注意  再起動の完了のメッセージは表示されません。数分お待ちください。 

ステップ 1:クリック 

ステップ 2:クリック 

ステップ 3:クリック 

ステップ 4:確認する 

ステップ 5:クリック 
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6.トラブルシューティング 

 

6.1. メッセージエリアの警告メッセージ 
 

画面表示 表示理由 

!!注意!!  初期パスワードでログインしています。 

装置の設定にてパスワードを変更して下さい。 

ログインパスワードが設定されていません。 

!!注意!!  保存されていた設定を削除しました。  

装置を初期状態(工場出荷状態)に戻すには、設定を保存せずに装置

を再起動してください。 

本装置の初期化が実行されました。 

!!注意!!  設定が変更されています。  

再起動した場合、保存していない設定は元の状態に戻ります。設定

完了後は必ず保存を行ってください。 

各設定ページで設定情報が変更されています。 

!!注意!!  設定データが更新されています。  

新しい設定データを有効にするには、装置を再起動してください。 

設定ファイルが本装置へアップロードされまし

たが、有効になっていません。 

!!注意!!  設定を反映するためには設定を保存したうえ

で再起動してください。  

再起動を行わない場合や設定を保存せずに再起動した場合には設

定が反映されません。 

再起動が必要な設定変更が行われました。 

!!注意!!  ソフトウェアが更新されています。  

新しいソフトウェアを有効にするには、装置を再起動してくださ

い。 

ソフトウェアのアップデートが正常に終了しま

した。 

!!注意!!  ソフトウェアが削除されました。  

ソフトウェアをアップデートせずに再起動すると、正しく起動しま

せん。 

ソフトウェアのアップデートで、古いアップデー

トファイル削除後に何らかの理由で書き込みに

失敗しました。 

!!注意!!    

BUSY ランプ点灯中は電源を切らないで下さい。  

完了メッセージが表示されるまで他の操作を行わないで

下さい。 

ソフトウェアのアップデート中です。メッセージ

表示中に電源を切ると、本装置を起動できなくな

るなど、故障の原因となります。 

コンソールのロックに失敗しました。 現在本装置をコンソール経由で操作中のユーザ

が存在することを示しています。 

不正な要求です。(Body サイズ異常)  

ブラウザを確認し、トップページからアクセスしなおしてくださ

い。 

コマンドの実行でフォームに入力している文字

数が設定可能な範囲を越えています。 

アクセス権限があることを確認できませんでした。  

ユーザ ID、パスワードを確認し、トップページからアクセスしな

おしてください。 

ログイン時に入力するユーザ ID/パスワードに

誤りがあります。 

Web コンソールのユーザが設定されていません Web コンソールにログインできるユーザアカウ

ントが設定されていません。 

管理者権限のユーザが設定されていません Web コンソールにログインできるユーザアカウ

ントが、管理者レベルに設定されていません。 
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6.2. 入力エラーメッセージ 
 

画面表示 表示理由 

"入力されていません"   設定必須項目がフォームにデータが入力されて

いません。  

"使用できない文字があります"   使用不可能な文字がフォームに入力されました。 

"文字列長が長すぎます" フォームに入力している文字数が設定可能な範

囲を越えています。 

"アドレス形式が不正です" IP アドレスの入力形式が間違っています。 

"入力されたアドレスは既に使われています" 重複したアドレスが設定されようとしました。 

"プライマリアドレスと同じです" セカンダリアドレスに入力したアドレスが、プラ

イマリアドレスと同じです。 

"アドレスとプレフィクスの組み合わせが不正です" ネットワーク指定時の IP アドレス(プレフィッ

クス)とサブネットマスクが不一致です。 

"範囲が異常です" DHCP の割り当て範囲に入力したアドレスの範囲

が間違っています。 

"接続元 WAN 側 IP アドレスと接続先 WAN 側 IP アドレスが共に 

動的 IP アドレスです" 

接続元と接続先の WAN 側 IP アドレスが共に

「動的 IP アドレス」を選択しています。 

"LAN 側ネットワークが未設定です" IPSec 設定時、LAN 側アドレスの設定がされてい

ません。 

"入力されたアドレスは既に他の IPSec 接続に使われています"    IPSec で同一の接続先 WAN 側 IP アドレスを検

出しました。 

"半角英数字で入力してください" 半角英数字以外の入力を検出しました。 

"パスワードが一致していません" パスワード入力で不一致を検出しました。 

"使用できないファイル名です" アップロードファイル名に誤りがあります。 

"ファイル形式が異常です" アップロードファイルが正しくありません。 

"ファイル名を指定してください" アップロードフォームにファイル名を指定せず

に「アップロード実行」ボタンをクリックしまし

た。 

"ファイル容量が制限を越えています" ファイルサイズの異常を検出しました。 

"ソフトウェアが破損しています(CRC エラー)" ファイルの破損を検出しました。 

"時刻設定が誤っています" 時刻設定に誤りがあります。 

"フィルタが設定されています" フィルタの設定で、既に使われているシーケンス

番号を登録しようとしました。 

"プロトコル番号が不正です" プロトコル番号に入力範囲外の値を入力しまし

た。 

"パケットサイズが不正です" パケットサイズに入力範囲外の値を入力しまし

た。 

"送信元 IP アドレスはルータに設定されたアドレスを指定してく 

ださい" 

本装置に設定されていない IP アドレスを入力し

ました。 

"ポート番号が不正です" ポート番号に入力範囲外の値を入力しました。 

"入力された IP アドレス宛に送信できません" Pingの送信先IPアドレスが特定できませんでし

た。 

"設定ファイルのアップロードに失敗しました" 設定ファイルの書き込みに失敗しました。 

"ID の形式(FQDN)が不正です" ID(FQDN)の入力値が正しくありません。 
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6.3. 状態表示メッセージ   
 

項目 状態表示 表示理由/対処方法 

未設定 ■NTP サーバの設定がされていません。 

同期済み ■NTP サーバと同期が取れています。 

NTP サーバ 

非同期 ■NTP サーバの設定がされているが、同期が取れていません。 

★対処方法：NTPサーバの IPアドレスが正しく設定されている

か確認してください。 

接続されていません ■対向装置との通信が確立していません。  

★対処方法：対向装置の電源が ON になっているか、また、イ  

ーサネットケーブルが本装置および対向装置の LAN ポート

に正しく接続されているか確認してください。  

※特に、各 LAN ポートの速度と方向を固定設定にしたときは、 

MDI/MDIX 自動認識機能は無効になりますので、適切なケー

ブルの選択(ストレートケーブル/クロスケーブル)が必要で

す。  

詳しくは取扱説明書を参照してください。 

全二重  10Mbps で接続   ■通信方向が「全二重」、通信速度が「10Mbps」で動作してい 

ます。 

全二重  100Mbps で接続    ■通信方向が「全二重」、通信速度が「100Mbps」で動作してい 

ます。 

全二重  1Gbps で接続 ■通信方向が「全二重」、通信速度が「1Gbps」で動作していま 

す。 

半二重  10Mbps で接続     ■通信方向が「半二重」、通信速度が「10Mbps」で動作してい

ます。 

半二重  100Mbps で接続   ■通信方向が「半二重」、通信速度が「100Mbps」で動作してい

ます。 

WAN、LAN 側ネットワー

ク 

シャットダウンに設定され

ています 

■コマンドラインでポートがシャットダウンされています。  

※シャットダウンを解除するためには、コマンドラインからの

設定が必要です。「no shutdown」コマンドを実行します。 

接続されていません ■プロバイダとの接続が確立していません。  

★対処方法：対向装置の電源が ON になっているか、また、イ

ーサネットケーブルが本装置および対向装置の LAN ポート

に正しく接続されているか確認してください。  

※特に、各 LAN ポートの速度と方向を固定設定にしたときは、 

MDI/MDIX 自動認識機能は無効になりますので、適切なケー

ブルの選択(ストレートケーブル/クロスケーブル)が必要で

す。  

詳しくは取扱説明書を参照してください。 

認証中 ■プロバイダとの認証がネゴシエーション中です。  

※状態が「認証中」のまま変わらないときは、PPoEの「ユーザ

ID」と「パスワード」が正しく設定されているか確認してく

ださい。 

IPCP 確立中 ■認証のネゴシエーションが完了しIPアドレスを取得中です。 

※「IPCP 確立中」のメッセージは、WAN 側の IP アドレスを自

動取得にしたときのみ表示されます。 

プロバイダ接続  

(PPPoE 接続) 

接続 ■プロバイダと正常に接続できています。 
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接続されていません ■プロバイダとの接続が確立していません。  

★対処方法：対向装置の電源が ON になっているか、また、イ

ーサネットケーブルが本装置および対向装置のLANポートに正

しく接続されているか確認してください。  

※特に、各 LAN ポートの速度と方向を固定設定にしたときは、

MDI/MDIX 自動認識機能は無効になりますので、適切なケーブ

ルの選択(ストレートケーブル/クロスケーブル)が必要で

す。  

詳しくは取扱説明書を参照してください。 

接続 ■プロバイダと正常に接続できています。 

プロバイダ接続  

(IP 接続) 

アドレス取得中 ■プロバイダから払い出される、IPアドレスの取得中に表示さ

れます。  

※「アドレス取得中」のメッセージは、DHCP クライアント機能 

を有効にしたときのみ表示されます。 

接続されていません ■VPN 接続が確立していません。  

★対処方法 1： 

対向装置の電源が ON になっているか、また、イーサネッ

トケーブルが本装置および対向装置の LAN ポートに正し

く接続されているか確認してください。  

※特に、各 LAN ポートの速度と方向を固定設定にしたときは、

MDI/MDIX 自動認識機能は無効になりますので、適切なケーブ

ルの選択(ストレートケーブル/クロスケーブル)が必要で

す。 

詳しくは取扱説明書をご参照ください。  

★対処方法 2： 

接続元、接続先のネットワークアドレス、IP アドレス設

定が正しいか確認してください。  

★対処方法 3： 

事前共有鍵が接続元と接続先で同じ設定がされているか

確認してください。  

★対処方法 4： 

IKE と IPSec で使用するアルゴリズム(暗号・認証)が接続

元と接続先で同じ設定がされているか確認してください。 

VPN 接続  

(IPSec 接続) 

接続 ■VPN 接続が確立されています。 

接続されていません   ■VPN 接続が確立していません。  

★対処方法 1： 

対向装置の電源が ON になっているか、また、イーサネッ

トケーブルが本装置および対向装置の LAN ポートに正し

く接続されているか確認してください。  

※ 特に、各 LANポートの速度と方向を固定設定にしたときは、

MDI/MDIX 自動認識機能は無効になりますので、適切なケーブ

ルの選択(ストレートケーブル/クロスケーブル)が必要で

す。  

詳しくは取扱説明書をご参照ください。  

★対処方法 2： 

接続元、接続先のネットワークアドレス、IP アドレス設

定が正しいか確認してください。。 

VPN 接続  

(IP トンネル接続) 

接続 ■VPN 接続が確立されています。 

内部温度 温度が異常です  ■内部温度が異常です。数値が赤字で表示されます。 

内部電圧 温度が異常です ■内部電圧が異常です。数値が赤字で表示されます。 
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当社ホームページでは、各種商品の最新の情報などを提供しています。本商品を最適にご利用いただく

ために、定期的にご覧いただくことをお勧めします。 

当社ホームページ： http://www.web116.jp/ced/ 
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